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（午前１０時２分 開会） 

○出口こうじ委員長 おはようございま

す。ただいまから文教上下水道常任委員会

を開会します。 

 本日の委員会記録署名委員は、村上委員

を指名します。 

 それでは、昨日に引き続き議案第１号所

管分及び議案第９号所管分の審査を行い

ます。 

 質疑に入ります。 

 弘委員。 

○弘豊委員 おはようございます。 

 昨日、随分とたくさん質疑もされていま

すし、今期、私は監査委員もさせていただ

いている関係から、歳入や歳出の細かい部

分は割愛して、項目も絞って、今回は質問

させていただきたいと思います。 

 それでは、最初に学校教育に関わってで

す。これは毎回、聞かせていただいている

部分ですけれども、年度末で新年度が迫っ

てきているわけです。教職員の確保をしっ

かりしてもらい、先生がいることが大切で

あります。その点で、教職員人事の関わり

と支援人材の部分についても、新年度には

若干変わる部分があるかと思うんですけ

れども、教員、学校現場の人の確保の点で、

まずお聞きしたいと思います。 

 ２番目です。これは代表質問でも会派で

聞かせていただいているんですけれども、

大阪・関西万博に関わって、学校遠足の在

り方の部分で、聞いておきたいと思います。 

 まず、遠足に行く際に、今回の万博に行

くかどうかについては、下見が大事と言っ

ていたと思います。 

 実際に行くとなったら、春休みを活用し

て行かれるかと思うんです。仮に行ってみ

たけれども、心配だとか、やっぱりやめて

おいたほうがいいという判断になったと

き、下見はまた別のところに、春休み以外

で行くとなった場合、どういった形で想定

できるのか、お聞かせいただきたいと思い

ます。 

 ３番目です。市長の市政方針の中でも、

今年は戦後被爆８０年と節目の年である

とおっしゃられております。 

 代表質問のやり取りの中でも、今、戦争

体験を語り継ぐという意味では、なかなか

困難になってきている部分もあるという

ことがございました。 

 学校現場では、毎年８月に平和登校日と

いう取組をされていると思うんです。近年、

熱中症アラートが連日のように出る中で、

平和登校もなかなか８月６日にやれない

学校とかができてきていると聴いていま

す。そこら辺りの状況や動向についてお聞

かせいただけたらと思います。 

 ４番目です。昨日の教育支援ルームに関

わっての質疑も様々やられておりました

けれども、今度、各校に設置される校内教

育支援ルームに関わってです。 

 これは、今、不登校の状況が大分広がっ

てきている中で、対象となる児童、それか

ら利用要件はどのようになるのか、お聞か

せください。 

 ５番目です。学校給食に関わってです。 

 今回、学校給食の無償化に関わっても、

いろいろと代表質問の中では議論があり

ました。 

 それで、大阪府内の各市の取組について、

今年調べた資料を実は用意してきたんで

すけれども、これは日本共産党の大阪府の

それぞれの議員に各自治体の取組の調査

ということで出してもらいました。 

 そうしましたら、この赤で色をつけてい

るところが、小・中学校ともに実施という

ことです。青で色をつけているところは、
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中学校のみが実施ということです。白のと

ころが、小・中学校ともにまだ取り組めて

いないということですけれども、見ました

ら、大分大阪府内で取り組まれております。 

 そんな中で、今回、本市としては、まだ

実施は見送るとなっているんですけれど

も、国の動向で、行く行くはするめども立

っていると思うんです。原課としては、そ

れに先立ってやる、そういった希望は持っ

ておられるんだろうと思うんですけれど

も、最終、財政的な問題で今回見送りとな

っていると思うんです。しっかりと他市の

状況も見ながら取組を強めていっていた

だきたい。この点については要望にとどめ

ておきます。 

学校給食に関わっては、もう１点、中学

校給食についても、今回、給食センターの

建設が先送りになって、２年後の実施につ

いては、これから方式についても検討して

いくということになっております。 

 そういった話を聞いたとき、この中学校

給食の取組は、私が議員になる前、当時、

ちょうど同世代の保護者の方たちが、より

よい中学校給食を求める会というような

ことで、要望署名にも取り組みながら、ぜ

ひ摂津市でも取り組んでほしいというこ

とで頑張っておられたのを思い出すんで

す。十六、十七年前、その方たちの子供は

もうみんな成人してしまっていて、自分た

ちの子供はもう対象にはなっていない、次

は孫の世代にという感じで捉えておられ

るんですけれども、今回のセンターの見送

りということを聴いて、本当にがっかりと

いうか、失望されておられます。 

 また、実施方式でも、小学校と同じ、温

かくておいしい、これまで摂津市の給食に

助けられたという方たちが、今後の方式に

ついて、民間のデリバリーのランチボック

スも含めて検討していくと聴いたときに、

「本当にそれでいいの」という感じのこと

をおっしゃっています。 

 原課としても、これまでの答弁でも、昨

日も代表質問の際に教育長が答えておら

れたように、これまで、基本方針に沿った

議論を積み重ねてきた、そういうところに

立って給食を提供していくことを考えた

ときに、この令和７年度の取組が本当に重

要だと思います。ただ、民間業者で本当に

できるのかについて、これまでの議論の中

では、ちょっと難しいんじゃないのかと思

ったりしております。 

 この１年間で本当にできるめどがある

のかどうか、そこら辺りのところも一度聞

いておきたいと思うんです。 

 次に、６番目、生涯学習課に１点だけお

聞かせいただきたいんです。味生地域にコ

ミュニティセンターを造っていく計画が

あって、公民館はなくなるわけですけれど

も、社会教育施設としての公民館の在り方

を、いま一度、考えておく必要があるんじ

ゃないのかと思っています。別府公民館も

コミュニティセンターに変わってから数

年たっています。 

 そんな中で、取り組まれている社会教育

活動的なものは、これまでの公民館と変わ

らずやれているんだろうかといった点か

ら一つお聞かせいただきたいと思います。 

 こども家庭部に移ります。 

 ７番目です。学童保育に関わってです。 

 ４年生学童に鳥飼地域で今年度取り組

まれていて、新年度は新たに３校拡大して

いくということです。これは去年一般質問

のときにもお聞きしましたけれども、摂津

小学校、それから千里丘小学校の課題が明

らかになっていて、実施の年度も、目標を

令和１０年度までにはということだと思
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うんです。 

 別府小学校が今残っているんですけれ

ども、課題としては、学校の空き教室とい

うか、部屋数が確保できていないことだと

思うんです。それが今後、空き教室の活用

とかで解消できるのかどうか。この間、学

校の児童数は減っていても、支援学級だっ

たりとか、今度、校内教育支援ルームも各

校に設けられることも計画としてはあり

ますし、様々少人数授業とかでも使われて

いく中で、別府小学校の学童保育室の確保

について、めどがあるのかどうか、この点

についてお聞かせください。 

 ８番目です。就学援助事業に関わってな

んですけれども、就学援助制度は代表質問

のときに増永議員が聞いていますけれど

も、申請方法とかの点で工夫が要るんじゃ

ないか。他市では、結構、電子申請で受け

付けされているとお聞きしました。 

 これまでにも学校を通じて案内はされ

ているけれども、自分が対象になっている

のかどうか、また申請の用紙というか、案

内が結構中身が濃いというか、そういうよ

うなものもあったりして、簡易な方法でと

言われていたかと思います。 

 そういった点で、他市の状況を、まずお

聞かせいただけたらと思います。 

 ９番目です。家庭児童相談事業に関わっ

てです。昨日も、虐待問題の関係では、こ

の３年、摂津市としても取組を様々に拡充

されてこられたことがあるんです。一方で、

要保護児童といいますか、対象になる子供

のケースや状況とか、またいろいろと変化

というか、動向があるんだろうと認識して

います。とりわけこの間、拡充されてきた

体制の問題もそうだと思うんですけれど

も、あと、今、摂津市内の要保護児童の状

況というか、動向というかと併せてお聞か

せいただけたらと思います。 

 １０番目です。出産育児課で、この間、

地域子育て支援拠点事業のつどいの広場

が活発に展開もされて、民間の園でもたく

さんのところでやっていただいていると

思います。 

 そういった事業を利用される方も多く

いらっしゃって、ある意味、子育ての不安

解消だったりとか、核家族化の中での孤立

育児に対して、大いに役割を果たしてきて

いると思うんです。 

 代表質問でも、今回、新たに保育教育課

で取り組まれるこども誰でも通園制度の

ところで、そういう制度をつくる理由の一

つに、孤立育児を挙げておられましたけれ

ども、どっちかというと、園というよりも、

そういう保育所や幼稚園とか、そういった

施設を利用されていない親御さん、子供に

対しては、つどいの広場とか、またむしろ

こども家庭相談課で取り組んでいる訪問

事業とか、そっちのほうが有効な手だてと

思うんです。そこら辺、副理事の認識とい

うか、理解を聞いておきたいと思います。 

 １１番目です。保育教育課です。今も言

いましたこども誰でも通園制度の関係で

す。今、取り組まれている一時預かり事業

があるじゃないですか。育児に疲れてとか、

レスパイト的な意味合いとか、緊急に用事

が入って、そのときだけ預けたいとか、そ

ういうときに利用できるのが一時預かり

だと理解しているんですけれども、その一

時預かり事業がなかなか広がらなかった

り、利用しづらいとか、そういうこともお

聞きする部分はあるんです。じゃあこども

誰でも通園制度とどう違うのか、いろいろ

と費用面であったりとか、国からの給付、

そういったところの事情も含めて、その違

いを一度お聞きしておきたいと思います。 
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 最後に、１２番目、これも例年聞いてい

ることではあるんですけれども、今、年度

末を迎えていて、新規の入園、そういう入

所承諾事業といいますか、それぞれの希望

者の配置といいますか、そこのところに鋭

意努力されていると思うんです。新年度４

月の時点で、待機が出てしまうのか、そこ

ら辺りの見通しについて、この数年と比べ

て今年度はどんな感じとかというのがも

し分かれば、お聞かせいただけたらと思い

ます。 

 １回目は以上です。 

○出口こうじ委員長 答弁を求めます。 

 羽田参事。 

○羽田学校教育課参事 １番目の質問に

対する答弁をさせていただきます。 

 まず、教職員の確保という点で、この教

職員人事としての関わりでございます。こ

の１２月頃から始めているんですけれど

も、この欠員解消、あと新年度の講師確保

というところでは、継続して市ホームペー

ジ及び有料求人広告サイト等に案内を掲

載し、募集を継続しているところでござい

ます。 

 また、大阪府教育庁の講師台帳を見て、

対象者であったり、過去に本市で面接歴の

ある方々への連絡や、大学への照会等も行

う中で、現在、講師の掘り起こしを行って

いるところでございます。 

 また、小学校教諭の免許を保有せずに中

学校教諭の免許を持っておられる方々に

対しては、いずれ小学校免許を取得するこ

とを条件に、大阪府教育庁が臨時免許状を

発行する対応をしております。 

 そういった臨時免許状の申請も活用し

た上で、小学校で勤務をしていただくため

に、免許をお持ちでない方々を掘り起こす

といった対応をしているところでござい

ます。 

 現在、そのようにして講師の確保につき

ましては、色々な手を尽くしながら何とか

欠員が出ないよう努力をしているところ

でございます。 

○出口こうじ委員長 田中参事。 

○田中学校教育課参事 学校教育課が所

管しておる支援人材については、これまで

の教育活動支援員、それからスクールサポ

ーター、また有償ボランティアとして学習

サポーターを配置することは変わりあり

ません。 

○出口こうじ委員長 武田課長。 

○武田教育支援課長 支援人材といたし

まして、教育支援課では、学校生活介助員

を新たに配置いたします。これは、学校生

活の中で食事が一人でできないとか、排せ

つが一人でできないとか、そういった日常

的な介助を行う人材でございます。 

 以上です。 

○出口こうじ委員長 田中参事。 

○田中学校教育課参事 ２番目の万博に

関する校外学習の下見について答弁申し

上げます。 

 まず、校外学習の下見は、安全面を含め、

行く行程も含めた子供たちの負担、それか

ら教育的効果ということを改めて確認す

る意味で、非常に重要なものと捉えており

ます。 

 下見に行ったけれども、やっぱりやめる

と、その際、どうするのかという御質問で

すけれども、方法としてはいろいろあろう

かと思います。例えば平日の授業を午後か

ら担任以外の者に代わって、学校体制をつ

くって担任等、学年に関わる校外学習の下

見に必要と思われる教職員が行くことが

考えられると思っております。 

 続きまして、３番目の平和登校日の現在
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の状況について、答弁申し上げます。 

 平和登校については、猛暑による熱中症

防止や夏季休業中であるため、参加する子

供が少ない等の課題がございます。 

 そういうこともありまして、学期中に平

和学習として実施している学校が増えて

おり、平和登校日を８月６日に実施する学

校が減少している状況でございます。 

 続いて、４番目、校内教育支援ルームの

対象の子供についての質問に答弁申し上

げます。 

 校内教育支援ルームには、学校には行け

るけれども教室には行きにくいという子

供を対象としており、校内教育支援ルーム

で安心して過ごせる居場所になる必要が

あると考えております。 

 子供にとっては、一度校内教育支援ルー

ムに行ったら、ずっといるという意味では

なく、例えば午前中は校内教育支援ルーム

で過ごし、エンパワーメントをする。そし

て、午後からは１回教室に行ってみるとい

うような状況もあろうかと思います。 

 その辺りの状況については、子供の思い、

それから保護者の思いを踏まえ協議を進

めてまいります。 

○出口こうじ委員長 小西課長。 

○小西教育政策課長 ５番目、中学校給食

についてのお問いでございます。 

 中学校給食につきましては、生徒全員に

栄養バランスの取れた給食、生徒が安心し

て喫食できる安全で温かい中学校給食を

提供することを方針の一つと掲げており

ます。 

 実施期間でありますとか、本市の目指す

給食の提供が可能かどうか、これらを含め

た業者選定の難しさなど課題もございま

す。 

 令和７年度は、社会状況や保護者ニーズ、

財政状況等を鑑みながら、また今後の給食

センター設置を見据えながら、全員喫食に

向けた取組を進めてまいりたいと考えて

おります。 

○出口こうじ委員長 千葉課長。 

○千葉生涯学習課長 ６番目のお問いに

お答えさせていただきます。 

 委員がおっしゃるとおり、公民館につき

ましては、社会教育法に基づいた社会教育

施設でございます。コミュニティセンター

とは法的な設置根拠は異なります。 

 別府公民館につきましては、平成２８年

に別府コミュニティセンターになり、その

後、交流といたしましては、現在、キッズ

なかよし発表会ですとか、クラブ交流研修

会、公民館合同講座につきまして、別府コ

ミュニティセンターと公民館と一緒に事

業を行っております。 

 先日、味生コミュニティセンターの地元

説明会に出させていただいたんですけれ

ども、たくさんの方が来られていました。

そのときにハード面で、かなり防音施設が

あったりですとか、部屋自体を分割したり

という説明があり、皆さんはすごく楽しそ

うに聴いておられましたので、今の味生公

民館の社会教育施設としての内容を継承

しながら味生コミュニティセンターにう

まく引き継いでいけるように、所管課であ

る自治振興課と協議を進めてまいりたい

と思います。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 佐野参事。 

○佐野こども政策課参事 ７番目、別府学

童保育室の４年生保育の見込みにつきま

して答弁させていただきます。 

 別府学童保育室につきましては、令和７

年度、空き教室の配置の関係から、実施に

は至りませんでした。 
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 教室確保に向けましては、令和６年度、

学校との協議を進めてまいりましたが、結

果的には教室の確保に至らなかったとい

うところではございます。令和７年度以降

についても、引き続き施設の改修等で教室

の確保ができるかどうかなど協議を進め

るとともに、令和７年度に４年生保育を実

施します７保育室の入室状況を見ながら、

令和８年度を目標に進めてまいりたいと

思っております。 

 以上です。 

○出口こうじ委員長 飯野課長。 

○飯野こども政策課長 ８番目の就学援

助に関する質問にお答えいたします。 

 就学援助の利用率、就学援助率につきま

しては、せんだっての代表質問でもお答え

いたしましたが、摂津市におきまして低下

傾向にございます。 

 それに対しましては、これまで小学校入

学時ですとか、既に在校されている全児

童・生徒に案内を配付したりするなど周知

の強化にこれまで取り組んでまいりまし

た。 

 これらの低下につきましては、全国的に

同様の傾向にございまして、全児童・生徒

への案内の配付を８割以上の市町村でさ

れているという統計を目にしております。 

 また、今後の利用率の向上に向けまして

は、こちらも代表質問で答弁させていただ

いておりますが、案内文書を分かりやすく

改善していくとともに、申請方法の簡易化、

工夫というところで、具体的には、やはり

オンライン申請になりますけれども、今後

検討してまいりたいと考えております。 

 こちらについては、全国的な統計資料は

ございませんが、北摂の状況で申し上げま

すと、オンライン申請をされておられる市

町村につきましては、豊中市、池田市、箕

面市、吹田市の４市が既に実施されている

とお伺いしております。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 古賀課長。 

○古賀こども家庭相談課長 ９番目、要保

護児童対策地域協議会で取り扱ってる児

童の傾向についてお答えいたします。 

 まず、虐待の通告ですが、死亡事案が発

生しました令和３年度が４１１件でした

けれども、令和５年度は約２．５倍の１，

０５０件と大幅に増加いたしております。 

 全国的に心理的虐待が多い状況ではあ

るんですけれども、本市の特徴といたしま

しては、ネグレクトが約４割と多い状況で

ございます。 

 これにつきましては、学校ですとか、保

育所現場の虐待に対する意識の高まりに

より、小さな心配事ですとか、また小さな

けがもこども家庭相談課に通告をいただ

いておる結果だと捉えております。 

 また、ここ数年、幼稚園、保育所等から

けがに関して、かなり通告をいただくよう

になっております。これまでであれば、け

がのしやすい年齢で見過ごされがちでは

ありましたが、軽微なけがについても丁寧

に報告いただくようになっております。 

 ただ、中には、受傷機転不明なけがも多

く含まれておりますので、その点について

は、しっかり関係機関に、保護者の抱えて

おられる状況ですとか、お子さんの特性で

すとか、その辺りをしっかり調査、分析し

て、保護者の指導、場合によっては、保護

者、お子さんへのケアを行っている状況で

あります。 

 今後も、引き続きこのような傾向が続く

と考えております。 

○出口こうじ委員長 松田副理事。 

○松田こども家庭部副理事 １０番目の
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質問にお答えいたします。 

 出産育児課では、お母様から様々な御相

談をお受けいたします。 

 委員が今おっしゃた孤立についての御

相談もよくお受けします。泣いて電話をし

てこられる方もおられます。 

 そのサポートにつきましては、保健師や

助産師といった専門職が行っているので

すが、ずっとその方を支えていけるのかと

言えば、市職員だけでは到底無理な話でご

ざいます。 

 できれば地域の中で同じような年頃の

親御さんとお互いに悩みを聴き、支え合っ

て、共に子供と一緒に成長していっていた

だけたらと思います。相談いただいたら、

地域のつどいの広場等を紹介させていた

だき、中には一人で行くのは勇気が要ると

いう方もおられますので、利用者支援専門

員が「一緒に行こうよ、大丈夫、大丈夫」

と、つどいの広場に等つないだりしていま

す。 

 また、利用者支援専門員は、地域の中の

様々な子育て支援の地域資源を集めてお

ります。広場だけではなく、お母さんの中

には、しんどくて子供が愛せないというよ

うな、育てるのが本当にしんどいという相

談もあります。ちょっと離れてみるとか、

「一時預かりがあるよ」、あるいは「お母

さん一人が育てるのではないので、保育所

に預けてみない」といったアドバイスをす

ることもございます。 

 先ほどお話のありましたこども誰でも

通園制度がどこでどんなふうに今後展開

されるのか、まだ私どもも把握はできては

いないんですけれども、地域の中の資源の

一つとして、立地条件や時間、実施内容を

見まして、必要なお母さんにつないでいけ

たらと思っております。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 湯原課長。 

○湯原保育教育課長 それでは、１１番目

でございます。 

 こども誰でも通園制度と一時預かり事

業の違いは、大きく２点あるかと思います。 

 まず１点目は、制度上の位置づけの違い

でございます。 

 一時預かり事業につきましては、地域子

ども・子育て支援事業の一つとして、地域

のニーズに応じて市町村で実施するかし

ないかを判断するというものでございま

す。 

 一方で、こども誰でも通園制度は、令和

８年度から給付制度ということになりま

すので、対象となる子供、家庭に対して、

一定の権利性が生じるということと、全国

どの自治体でも実施する必要があるとい

った制度上の違いがあります。 

 もう１点は、目的が異なります。 

 一時預かり事業につきましては、保護者

の立場からの必要性に対応するものに対

して、こども誰でも通園制度は保護者のた

めに預かるというサービスではなく、家庭

にいるだけでは得られない様々な経験を

通じて子供が成長していくように、子供の

育ちを応援するというものが主な目的と

なっております。 

 このようなものが、こども誰でも通園制

度と一時預かり事業の違いということで

ございます。 

 続きまして、１２番目でございます。 

 待機児童の見込みということでござい

ますが、現在、令和７年４月の保育所等の

入所に向けて事務を行っております。１月

末に１次選考を、２月末に２次選考が終了

したところでございます。 

 入所申込み状況としまして、１次選考の
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対象者で本市内施設の申込者数は６１９

人で、決定者数は４６５人となっておりま

す。２次選考の対象者は、同様に２４９人、

決定者が７４人となっておりまして、現在、

希望する保育施設に入所することができ

ない方は１７５人となっております。この

１７５人という数字につきましては、昨年

と比べ少ない数字となっております。 

 今後におきましても、随時、入所の申込

みを受け付けしておりますし、入所に係る

利用調整を行っていくこととなっており

ます。 

 最終的に希望する保育施設に入所する

ことができなかった方について、国が定め

る待機児童の定義に基づき各世帯、児童の

状況を勘案して、待機児童については算出

していくこととなります。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 弘委員。 

○弘豊委員 それでは、２回目に移ります。 

 最初の教職員の確保に関わって、鋭意努

力も、工夫もされていることだと思います。 

 教職員定数の部分で、やっぱり国がきち

んと確保していくための努力をされてい

かないといけないんだろうなということ

もありますし、大阪的な状況も、この間、

あると聞いておりますので、大変ここの部

分では苦労もされていると思います。実際

問題、必要な講師も含めて、きっちりとこ

の４月に確保ができる見通しなのか、２回

目にお聞きしたいと思います。 

 ずっと学校の先生の多忙化だったり、そ

ういう課題解消のために様々な取組がさ

れている中で、支援人材もあろうかと思う

んですけれども、そちらもきちんと確保を

お願いしておきたいと思います。 

 それと、２回目に関わって、今回、予算

概要とかを見ている中で、スクールガー

ド・リーダーの配置事業がなくなっていま

す。お聞きすると、なかなか確保するのが

難しいこともあったかと思うんです。 

 それと、教育支援課に関わるんですけれ

ども、学校教育相談員の配置事業も予算概

要の事業名からは消えています。そこら辺

りの状況について、併せてお聞きします。 

 ２番目で、万博の遠足に関わって、一般

的に遠足の下見のことでお聞きしました。 

 そもそも日本国際博覧会、万博の開催を

めぐっては、私どもも当初から反対してい

るわけではなくて、また教育的な意義に関

わっても、万博協会のホームページを見て

いると、いろいろなことに触れるのはいい

ことかなとか、行ってみたいなとか、面白

そうだなと、そういうものはたくさんある

わけです。 

 ただ、大阪府として進めてきた無料招待

事業の中身で言いましたら、各学校に来て

くださいと呼びかけ、投げかけるんだけれ

ども、じゃあ安心して行けるのかどうか。

交通手段の問題もありますし、行った先で

の安全対策のこと、そういったところも、

たしか安藤議員が去年の一般質問をした

ときに、教育長も、そこら辺りを含めて、

大阪府教育長に校長会の中で要望してい

るということだったと思うんです。 

 ただ、その要望に対して、大阪府からは

回答がないということもお聞きもしまし

た。 

 報道されているみたいに、吹田市では、

保護者からも、学校の教職員組合からも、

いろいろ教育委員会に対して、どうなんだ

ということで、教育委員会は大阪府に対し

ていろんな声を上げてきた。でも、それに

対する回答がない中で、断念せざるを得な

いなという判断だったとお聴きしている

んです。 
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 その点、摂津市の教育委員会に大阪府の

教育長からきちっと明快な回答なり、行っ

ても大丈夫という判断材料を得られるよ

うな情報提供が現時点であるのかどうか、

２回目に確認をしておきたいと思います。 

 ３番目の平和教育、また夏休みの平和登

校日の関係です。 

 今ってそんな状況になっているんだと

答弁を聞いて思いました。 

 夏休みの間に、毎日のように熱中症アラ

ートが出ていて、それでもって中止せざる

を得ないということなのかと私は感じて

いたんです。でもそれだけじゃなくて、子

供をその日のために送り出す親の負担や、

子供にそもそも来てもらえないんだった

ら、難しいと。ただ、そのことも含めて、

やっぱり戦後これだけたっている中で、子

供もそうだし、親の意識も若干変わってき

ていることがあります。 

 そんな中で、所管は人権女性政策課です

が、７月、８月にいろんな取組がされてい

ます。教育委員会でも、やっぱり平和教育

の意義を捉えて、８月６日は無理だけれど

も、学期内でそれに代わる事業がされてい

るんだと思いました。 

 ただ、今年は節目の年でもあります。言

われているように、原爆被害者の方たちの

長年の運動がノーベル平和賞につながっ

ている年でもあるので、そこのところを伝

えていく、つないでいく、そういう取組を

大事にしていきたいと感じていますので、

そこら辺りは、現場でも取組をお願いして

おきたいと思います。 

 それと、学園町にある平和公園に被爆石

といいますか、広島の原爆ドームで焼けた

石をもらってきて置かれています。割と摂

津市に住んでおられる方も知らない方が

多くて、お話ししたら、平和公園があるの

は知っているけれども、そんなのがあった

んだみたいな感じにもなります。確か私が

子供の頃にあの公園が整備されたので、そ

の頃には学校でもたしか教わったことを

思い出したりしています。 

 また、子供たちにもしっかりと伝えて、

つないでいってもらえたらと思います。 

 この点は、要望として終わっておきたい

と思います。 

 ４番目の校内教育支援ルームの状況を、

お聞かせいただきました。全体的に、学校

へ行けない不登校の子供で、例えばパル・

アミ・メイトに行かれている、今年度の状

況も絡めてお聞かせいただけたらと思う

んです。そういった方がどれぐらいいらっ

しゃって、今後整備されていく予定の校内

支援ルームに行かれる対象は大体どれぐ

らいとかがもし分かればお聞きしたいで

す。それと支援ルームでの各校の支援員の

確保、支援員はどういう方が就かれるのか

も含めて、２回目お聞きできたらと思いま

す。 

 次に、５番目の給食です。中学校給食の

業者選定に関わって、今後、取り組んでい

くということです。方式も含めての検討と

いうことですけれども、やっぱり引き受け

てくれる業者がいないことには、希望する

方式ができないとお聞きしました。 

 食缶方式でというか、整備する予定の給

食センターでやるのとできるだけ遜色の

ない感じで実施してもらえるとおっしゃ

っていたんじゃないのかと思っていたん

だけれども、よその会派の代表質問の答弁

の中では、デリバリーのランチボックス形

式も含めてみたいなことがあったから、

「あらっ」と正直思ったりしているんです。 

 この点は、本来目指すべきところを、財

政面で仕方がないから、こういう状況にと
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はしてほしくないと思っています。 

 そういった意味で、本当に目指す給食を、

できるだけというか、今回のセンターの延

期自体も、本当にそれでいいのかとどうし

ても思っちゃう部分があります。だから今

回、代替でやりますと言われる部分につい

ても、それでよしとは、どうしてもならな

いと思っております。その点では、御努力

願いたいと思います。 

 それと、再度お聞かせ願いたい部分で、

センターを建設するにしても出来上がる

のは、今のスケジュールで言ったら、５年

後になるわけです。２年後にできる予定だ

ったのが３年延びる。 

 じゃあ、今、この５年かけて、基本方針

もつくったし、基本設計もできているしと

いうことで、センターで本当にいいのかと

やっぱり思ってしまうんです。 

 当初、センター方式の場合はトラックで

配送することなんかも含めて、全体的には

イニシャルコスト、ランニングコストを考

えたときに、小学校と同じ自校方式よりも

たくさん費用がかかると出ていたと思う

んです。 

 ただ、自校方式でやろうと思ったら、学

校敷地内につくるのが無理な学校がある

と言われていたと思います。今後の財政健

全化プランとか市長が言っている中で、費

用対効果を考えたときには、例えば第四中

学校の隣接する敷地を、土地購入も含めて、

全体的に将来的なコストを見たときに安

く済むんじゃないかとか、子供たちにとっ

てもいいんじゃないかと考えたりもしま

す。 

 今言ったところで、じゃあそうしますと

も言えないだろうし、検討してほしいとい

うことなんです。そんなことも含めて考え

る余地がないのか、そこら辺りを、部長か

らお聞かせ願いたいと思います。 

 ６番目です。コミュニティセンターと公

民館との関係です。社会教育としての位置

づけは違うけれども、別府コミセンは、社

会教育活動としての交流もしながらとい

うことだったと思います。 

 今度つくられる味生コミセンに関わっ

ても、説明会ではハード面の話が主になっ

ており、中身のところはそれほど出ていな

いということです。別府コミセンの関係で

言ったら、民生の委員会では、自治振興課

が所管しているので、結構、利用料金の問

題とか利用率の問題とか、毎度のようにい

ろんな議論がされていると聞いています。 

 今度造られる味生コミセンも所管は自

治振興課に移っていくけれども、中身のと

ころは、やっぱり公民館、生涯学習課の範

疇になってくるかと思います。そこのとこ

ろは、しっかりとこれまでの社会教育が引

き継がれるように言っていかないといけ

ないと思います。 

 別府コミセンで利用が減っている中で、

以前は別府公民館でやっていたクラブが

安威川公民館でやるようなことが出てき

たとは聴いていないですか。 

 そこら辺りをお聞きしたいのと、それぞ

れの校区の中で公民館の配置が基本的に

はされてきたのかと思っていて、三中校区

に千里丘公民館、二中校区には安威川公民

館、四中校区には二つ、二中校区と五中校

区という感じで、割と中学校区については、

これまで公民館がありました。今後、四中

校区がコミュニティセンターは二つある

けれども、公民館がなくなるということを

思えば、そういう動向についても把握して

おく必要があると思いました。また校区と

言ったときに、中学校区では、これまで割

とバランスが取れていた部分があるかと
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思うけれども、小学校区で言ったら、校区

に公民館がないからということで、地域を

超えて結構利用されていると聴いていま

す。 

 例えば摂津小校区で、公共施設は、割か

し第１児童センターやコミュニティセン

ターや、いろいろあるけれども、公民館で

言ったら、安威川公民館を利用したり千里

丘公民館を利用したりという感じで、結構

越境して利用されていると思っていたら、

味生公民館も、摂津小校区から行っている

のも見受けられたりしていました。 

 そういった意味では、地域と公民館の利

用についてはどの程度把握されているか、

もし分かればで結構ですので、お聞きした

いと思います。 

 ７番目、学童保育の別府小学校なんです

けれども、どうにかスペースを確保するこ

とを今のうちから検討しておく必要があ

ると思っています。空き教室待ちになると

いうことでは、めどが立ちにくいと思って

います。 

 別府小学校の教室の状況でも、学童に転

用できる部屋がないとおっしゃったかと

思うんです。 

 実際、学校内の教室の利用状況、活用状

況を見たときに、何かつくりが独特だと思

っていて、階段の踊り場に広いフリースペ

ースみたいなのが以前はあったんだけれ

ども、今はパーティションも置いて更衣室

代わりに使っていたりしていました。それ

だけ部屋が足りていないという状況です。 

 それで言うと、学校の教室の利用状況は、

学校教育課が当然所管することだから、そ

こまで学童のために部屋をということに

ならないと思います。 

 この間、三宅柳田小学校、摂津小学校、

味舌小学校と順次、学童等の設置をされて

きていて、別府小学校を長い目で見たとき

には、それが必要なのかどうかと思う部分

があると思うんです。そこは、何かしら見

通しを立てていく必要があるんじゃない

のかと思っています。空き教室待ちになら

ないよう、ぜひ検討してもらいたいと要望

しておきます。 

 ８番目、就学援助事業です。必要とされ

ている方が利用できるような方向にとい

うことで、申請方法の改善を申し上げまし

た。これだけで利用が伸びるとは思いませ

んので、しっかり他課との連携の中で、本

当に活用ができるようにと思います。前か

ら言っているみたいに、対象を広げるとい

うことも検討していただきたいと、この点、

強く申し上げておきます。 

 それと、もう一つ、就学援助で利用され

ている子供の学校給食費は、小学校はそこ

から出るじゃないですか。現在は、中学校

給食は選択制ということもあって、対象に

ならないけれども、以前、茨木市は、そこ

も対象にすることで独自で取り組まれて

いたと聞いています。今、茨木市は中学校

も全員給食になっているんで、もちろん全

員が対象になっているということです。 

 そこも、独自の何かしらの手だてが要る

と思うんですけれども、これも要望してお

きたいと思います。 

 あと、学校では、学校就学援助対象の子

供については、学校医療に関わっては、就

学援助の対象になる医療助成があります。

その利用率が低い部分が、やっぱり利用し

づらくなっていないかと思うんです。 

 そういった点では、小・中学校児童・生

徒医療費助成事業ということで、教育政策

課が所管ですけれども、そこの利用の手続

というか、手順というかはどうなっている

のか、お聞きしたいと思います。 
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 ９番目です。こども家庭相談課で、この

間の取組についてと傾向、市内の状況につ

いてお聞かせいただきました。 

 報道を見ていると、本当に全国いろんな

ところで心を痛めるような事案が次々出

てきたりしているんで、本当になくさない

といけないと思いますが、摂津市の体制が

大分充実してきたことを喜んでいます。 

 一方で、支援が必要な親御さん、お子さ

んが大勢いらっしゃることだろうと思っ

ていて、ネグレクトも見つけづらい部分が

多々あると思っています。学校給食費の滞

納をされている家庭とか、必要なことをき

ちんと親が見れていないと感じています。

そこら辺りをしっかりとフォローができ

る体制を市としても取り組んでもらいた

いです。こども家庭相談課では、ヤングケ

アラーの新たな取組であったり、つながり

事業や親支援プログラム、この間いろいろ

と取り組まれている部分も増えてきてお

りますので、しっかりと今後も必要な体制

を構築していただくようにお願いをして

おきたいと思います。 

 １０番目、出産育児課が取り組まれてい

る事業は、さっき副理事からお聞かせいた

だきましたし、孤立育児に対するフォロー

や相談対応なども具体的なことがよく分

かりました。 

 つどいの広場はつながりをつくってい

くことも大事だし、必要な子供には保育所

等にもということも、なるほどと感じてお

ります。 

 その点でも、きめ細やかな取組を引き続

きお願いして、この点についても要望して

おきます。 

 １１番目、保育教育課です。こども誰で

も通園制度を今後取り組まれていく部分

と、これまで取り組まれてきた一時預かり

との違いをお聞かせいただいて、なるほど

と思うんです。一方で、今回の子供の育ち

に視点を置いたこども誰でも通園制度が、

現状の余裕活用型の事業で実現できると

はなかなか思えないことも正直あるんで

す。 

 それだったら、ゼロ・１・２歳の子供、

ふだん保育士の皆さんが集団で保育して

いるところに単発というか、自由に行き来

ができると言ったって、余裕がなければ受

け入れられないし、園の都合で受入れがで

きるできないになるわけです。本当にそう

いう子供の育ちの保障というのはできな

いと思います。 

 一時預かりの点は、子育て総合支援セン

ターで、摂津市が中心に取り組まれて、ふ

だんの保育とは別の一時預かり用の部屋

で何人かの子供が来られて預かることだ

と思うんです。まずは親からちょっと離れ

て別の人とのつながりといった意味合い

では、一時預かりは活用されていると思う

んです。ただ、この間、民間の園で取り組

まれている一時預かりがあると言いつつ、

それほど利用されずに、一時預かりと言っ

たら子育て総合支援センターとお聴きす

るんです。その辺、民間園でなかなか一時

預かりが難しい今の状況というか、実績が

どれぐらいあるのかつかんでおられるの

か。課題に思っているので、お聞かせいた

だけたらと思っております。 

 最後に聞きました１２番目、待機児童の

見込みです。昨年度ぐらいから電子申請で

入所申請を受け付けるようになって、調整

をするのも大分しやすくなったこともお

聞きしました。それとは別なのか、以前よ

りも未決定の数が減っていますとも聞い

ています。 

 ただ、待機児童はどうしても年度を越え
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てから出てくると思いました。 

 それで言うと、新たな受皿の確保で動い

ていると聞きますけれども、具体的に新年

度どれだけ定員が増える見込みなのか。そ

れと、千里丘駅西口で整備されている新た

な園が、開所は令和９年度になるとおっし

ゃっていたかと思うんです。 

 建物ができて箱はあるけれども、令和９

年度まで開所を待たないといかんのか、法

人とは早期の開所に向けて働きかけがさ

れていないのか、その点を教えてもらって

いいでしょうか。 

 ２回目の質問は以上です。 

○出口こうじ委員長 答弁を求めます。 

 羽田参事。 

○羽田学校教育課参事 １番目の教職員

の定数確保等についての質問に答弁をさ

せていただきます。 

 現在、令和７年度当初の教職員の状況に

つきましては、小学校、中学校ともに定数

は全て埋まる状況でございますが、産育休

等の代替講師や、年度途中に産育休に入る

ことが見込まれている教員もいることか

ら、充当するというところでは課題がある

状況ではございます。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 河平副理事。 

○河平教育総務部副理事 スクールガー

ド・リーダーの経緯についてお答えいたし

ます。 

 スクールガード・リーダーというのは、

退職された警察官の方を地域学校安全指

導員（スクールガード・リーダー）として

配置をいたしまして、子供たちの登下校な

どが安全なものとなりますように、学校区

の通学路などを点検し、学校に指導・助言

を行うという立場で、市内に１名配置して

いたところです。 

 このスクールガード・リーダーをやって

いる方の年齢とかもありまして、課題とし

て担い手不足が挙げられてきました。 

 これまで何とか維持しようと、大阪府教

育庁と協議もさせていただいて、退職校長

とかの教育関係者なども、この要件として

入れたり、または今まで一人で見ていまし

たので、難しいということもあって、中学

校区で見る形で複数で配置することなど、

できるだけ変更してきたところです。 

 しかしながら、校区によっては、それで

も配置できない状況があったり、担い手不

足については深刻な状況が続いておりま

した。この事業を実施することがいよいよ

難しくなってきまして、子供の見守りにつ

いては、関係課と相談もさせていただいて、

令和７年度については、総合的に判断して

事業としてはなくすという方向になりま

した。 

 以上です。 

○出口こうじ委員長 武田課長。 

○武田教育支援課長 学校教育相談員配

置事業のお問いにお答えいたします。 

 令和６年度は、学校教育相談員配置事業

において教育指導嘱託員を１名配置し、初

任者等、経験の浅い教職員に対して、授業

づくりや学級経営、職場での人間関係など、

職務を遂行する上で必要な様々なことに

おいて指導・助言を行っておりました。 

 令和７年度につきましては、その職務内

容から事業の整理を行い、研修事業の中で

教育指導嘱託員を任用し、これまでどおり

初任者等経験の浅い教職員に対して指導

を行ってまいります。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 田中参事。 

○田中学校教育課参事 ３番目の万博に

ついての情報、判断材料について答弁申し
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上げます。 

 大阪府の都市教育長協議会が府教育委

員会教育長宛てに出した要望書について

は、要望への回答ではございませんが、府

の水野教育長より、バスの増便であるとか、

モデルコースの提示、またパビリオンの予

約ができるように万博協会へ要望された

と聞いております。 

 また、それらの多くが実現可能となって

おります。 

 さらに、協会が出すＱ＆Ａ、このＱにつ

いては、学校とか市教委から質問したこと

に対するＡではございますが、それらにつ

いては、随時更新がなされており、例えば

下見であったり交通手段、昼食場所、休憩

場所を含めた熱中症対策について、様々な

不安点への回答が具体的に示されておる

状況でございます。 

○出口こうじ委員長 武田課長。 

○武田教育支援課長 ４番目の質問のう

ち、パル・アミ・メイトの利用状況につい

てのお問いにお答えいたします。 

 パル・アミ・メイトですけれども、不登

校の状況がやや進んだ状態の児童・生徒が

対象になると思っております。 

 主な支援対象となる人数は、令和６年度

２月現在で９０日以上欠席をしている不

登校児童・生徒が６４名でございます。 

 現在の利用状況は、２月１７日現在で、

小学生１２名、中学生３５名、合計４７名

がパル・アミ・メイトを利用しておりまし

て、利用頻度は児童・生徒によって様々で

すけれども、常時１０名から１５名程度が

利用している状況でございます。 

 以上です。 

○出口こうじ委員長 田中参事。 

○田中学校教育課参事 校内教育支援ル

ームに行っている人数について答弁申し

上げます。 

 校内教育支援ルームを利用している子

供たちが校内教育支援ルームを利用する、

しないについては流動的です。教育委員会

の事務局指導主事が全校を回って状況等

を確認しましたところ、大体各校１０名以

内ぐらいで現時点はとどまっております。 

 ただ、社会的なニーズは高まってきてお

りまして、今後、増える可能性はあると考

えております。 

 また、校内教育支援ルームの支援人材活

用等の運営状況でございますが、現在、教

員の授業の空き時間を捻出して対応した

り、教育活動支援員などの支援人材などを

活用しております。 

 校内教育支援ルームを常時開設し、必要

に感じている子供がいつも活用すること

が非常に大切だと思っておりますが、そう

いったことを考えますと、現状では人手が

なかなか足りていないのが課題でござい

ます。 

○出口こうじ委員長 安田部長。 

○安田教育総務部長 それでは、給食に関

する御質問にお答えさせていただきます。 

 延期による方式の検討ということでの

お問いであったかと思います。 

 給食センターの設置の検討に当たりま

しては、これまでも中学校給食の実施に当

たって様々な検討を進めてきました。当然、

御提案の自校方式、また親子方式等につい

ても検討する中で、センター方式というこ

とで決定をさせていただいたところでご

ざいます。 

 それを受けて、この間、様々な準備をし

てまいりました。特に、昨年度は設計等、

具体的なところまで準備が行われており

ます。 

 残念ながら延期という結果とはなりま
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したが、教育委員会といたしましても、セ

ンター方式で行うことは、改めて確認はさ

せていただいております。 

 小学校給食調理場もかなり老朽化して

いるところもございます。そういった意味

では、バックアップ機能の役割も可能とな

り、今後、小・中学校の安定的な推進体制、

給食の体制が取れると考えておりますの

で、センター方式でこのまま実施を進めて

いきたいと考えております。 

○出口こうじ委員長 千葉課長。 

○千葉生涯学習課長 それでは、６番目の

お問いにお答えいたします。まず一つ目の

別府コミュニティセンターから安威川公

民館に登録しているクラブがあるかにつ

きましては、ほとんど来ていないと聞いて

おります。 

 しかしながら、市立の公民館クラブに関

しましては、市内在住・在勤・在学者を構

成員としまして、団体の代表者は市内在住

を条件としてありますので、特に別府コミ

ュニティセンターから安威川公民館に登

録するということも問題ないかと考えて

おります。 

 二つ目の公民館が校区ごとにあるかと

いうことなんですけれども、小学校は１０

校あるので、中学校区が該当するのかとい

うことです。今のところ校区ごとに設置を

したということについては、把握できてお

りません。 

 しかしながら、公民館は５館あり、地域

における生涯学習、社会教育の拠点である

とともに災害発生のときの防災拠点にな

りますので、摂津市内の市域に均等に配置

できていると考えております。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 暫時休憩します。 

（午前１１時２５分 休憩） 

（午前１１時２６分 再開） 

○出口こうじ委員長 再開します。 

 小西課長。 

○小西教育政策課長 ８番目の医療費の

助成についてのお問いでございます。 

 こちらは、学校健診の際に学校病と認定

され、その後、病院受診の勧奨を行い、６

月末までに受診結果を学校へ報告する必

要があります。 

 就学援助の認定の通知自体が７月とな

っており、この学校健診の際に、実際、学

校病と認定された場合は、時間的なラグが

発生しているということになっておりま

す。現状、申請される方も、７月以降に虫

歯であるとかが多くなっております。 

○出口こうじ委員長 湯原課長。 

○湯原保育教育課長 １１番目の質問、こ

ども誰でも通園制度と一時預かり事業の

お問いでございます。 

 まず、一時預かり事業の実施状況、実績

につきまして、令和５年度、公立施設では、

子育て総合支援センターで実施しており

まして、１年間の延べ利用児童数が１，５

１５人となっております。 

 一方で、私立保育園、認定こども園９か

所で実施しておりますが、私立では９か所

合わせて１年間で延べ１，４１０人の利用

となっております。 

 令和６年度につきましても同じような

状況が見込まれまして、安威川以南地域の

実施施設になるんですけれども、一部の私

立施設では、月によっては一時預かりがゼ

ロ件であったという実績もあります。これ

は、そもそも保護者からのニーズがなかっ

たこと、申込み自体が一切なかったという

こともございました。 

 このような状況が続けば、やはり一時預

かり事業につきましても、そこの施設、そ
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のエリアで実施していくかどうか、こうい

ったことも含めて見直しが必要であると

も考えております。 

 弘委員から余裕活用型ということもお

っしゃられましたけれども、こども誰でも

通園制度につきましては、余裕活用型、ま

た一般型と二つの運営形態がございます。 

 余裕活用型につきましては、保育所等の

空き定員の枠を活用して受入れを行うも

ので、具体的にはゼロ歳児・１歳児・２歳

児の空き定員の枠を活用して、こども誰で

も通園制度の対象となる子供の受入れを

行います。利用する子供は同年齢の在園児

と同じクラスで中心に過ごすこととなり

ます。 

 また、一般型につきましては、保育所等

の定員とは別に、こども誰でも通園制度の

定員を設けて、在園児と合同、または別の

保育室を設けて受入れを行うものです。 

 現在、こども誰でも通園制度の実施意向

を示している園では、なかなかゼロ歳児・

１歳児・２歳児の定員の空きはございませ

んので、恐らく一般型が多いのではないか

と見込んでおります。実施意向を示してい

る施設の中では、やはり保育室とは別で多

目的なスペースも確保しているところが

ありますので、そういったところで実施が

できるのではないかと考えております。 

 続きまして、１２番目の保育所等の待機

児童の関係で、令和７年度の受入れ枠、定

員の状況でございます。これまで待機児童

が多く発生しております安威川以北圏域

の利用定員について、令和５年度から令和

６年度にかけましては７９人の増、令和６

年度から令和７年度の４月１日にかけま

しては３０人の増を予定しておりまして、

安威川以北圏域では１，６０３人の受皿の

確保を行う予定となっております。 

 もう１点目、千里丘駅西口の件でござい

ます。千里丘駅西口の新たな保育所整備に

つきましては、この千里丘西地区の再開発

事業に伴いまして、令和９年度に予定され

ている集合住宅の建設と、また入居に伴う

保育需要に対応するため、新たに保育施設

を整備するということです。 

 新たに整備を予定している法人につき

ましても、令和９年度を目指して施設整備

を行っていただく予定でして、人員の確保

であったり内装工事、資金計画、そういっ

たものも現在検討していただいているか

と思います。令和９年度より前倒しという

のはなかなか難しいと考えております。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 弘委員。 

○弘豊委員 ３回目で、大体要望にとどめ

ておきたいとは思うんですけれども、一部

質問もすると思います。 

 学校現場の人材確保、教職員の配置とい

うようなことでお聞かせいただきました。 

 子供の学校生活の中で、必要な教員の穴

が空いてしまうと、そこに大きなマイナス

になることからすれば、本当に苦労をかけ

るというか、大変な取組だと思うんです。

年度途中とかに空きが出てしまうことも、

本当に何とか確保していくように取組を

お願いしておきたいと思います。 

 学校の先生だけじゃなくて、学校を取り

巻くいろんな人たちがいる中で、今回、ス

クールガード・リーダーについては、なか

なかその確保が難しくて、事業としても今

回は消えると、見守り活動に集約していく

とのことです。 

 予算面から見たらこのことだけをする

とはならないとは思ってはいるんです。そ

こに代わると言ったら変ですけれども、今、

鳥飼東小学校を鳥飼小学校に統合する中
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で、通学路の問題をいろいろ議論していま

す。本当だったらこういう人がきちんと役

割を果たしていくことを思えば、代わる人

材の方がされることについて、大丈夫かと

一部思う部分もございます。 

 そういった面では、今後のことについて

もふさわしい人材がいなかったら続けて

いけないことなのかもしれません。これま

でにも、当時の家庭相談課で親支援プログ

ラムとかをやっていたけれども、担える人

がいなくなったら、その事業が途絶えてし

まうこともあったと思います。これについ

ては代わる部分でフォローしていくと思

うので、了としておきたいと思います。し

っかりと継承していくというか、取組の中

身をつないで取り組んでいただきたいと

思います。 

 もう一つの学校教育相談員については、

事業としては消えているけれども、研修事

業のところで同じ役割を果たしていただ

けるとお聞きしましたので、安心しました。

この部分についてはオーケーです。 

 いずれにしても、人材確保の課題という

か、難しい部分もあると思うんですけれど

も、取組を維持・継承していくことについ

てよろしくお願いしておきます。要望とし

ておきます。 

 ２番目の万博遠足に関わって、大阪府の

教育庁、大阪府から明快な回答、要望に対

する回答ということではなかったと聞い

て、驚きではあるんです。それでも要望に

対する答えに代わるようなことは、万博協

会はいろいろと取組はされているという

お話でした。 

 そうは言っても、いろいろと不十分な点

とかもあるのではと思っています。 

 報道によりますと、吹田市も、市として

やめておこうとなったり、それ以外にも熊

取町や島本町なども不参加を決めたとい

うことであります。 

 豊中市とかは、低学年はやっぱり無理と

いうことで、行くのをやめる判断もされて

いるようです。 

 今日、こういった報道を目にしたので、

少し紹介したいと思うんです。摂津市の事

例ではないので、これと同じようではない

とは思うんですけれども、２月中旬、大阪

北部の小学校で行われた入学説明会に約

１００人の保護者が集まりました。小学校

の自慢、それから特色を伝える映像、毎年

６年生が１年生の手を引いて近くの山に

遠足に行く様子などが紹介されました。上

映後、教頭先生が、６年生には責任感が芽

生え、１年生も学校に慣れていきますと、

この２学年合同の遠足の意義を述べた後、

今年の遠足は万博ですと言った途端、保護

者から「えっ、うそ」と大きな驚きの声、

どよめきが収まらなかったという状況が

あったとのことです。 

 入学説明会について、摂津市はそういう

取組はされているのかどうなのかを、違い

は多分あると思うんですけれども、保護者

にしても、子供たちの学校でどういう教育

的な意義というか、成果というか、いろい

ろと期待をされている部分がある思うん

です。 

 万博に連れていってほしい、そう思って

いる保護者ももちろんいらっしゃるとは

思います。いろいろこの間の状況を見てい

る中では、不安のほうが大きいことを率直

に思ったりしています。 

 吹田市が市として行かないのを決めた

という教育委員会の発表がありました。報

道も大々的にされた中で、大丈夫なのか、

保護者などからいろいろと苦情が市に寄

せられたりしないのか、ちょっと気になっ
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た部分ではあります。そういうのはないと

おっしゃっていて、ああ、そうなんだと感

じています。 

 そこら辺も踏まえて、確かに五十数年ぶ

りに大阪での万博開催ということで、一定

期待もあるとは思います。子供が行ったら

得られるものも恐らくあるとは思います。 

 ただ、リスクのほうが大きいと感じざる

を得ません。代表質問では、増永議員が、

最終的に行くのをやめたらみたいな感じ

のことを言っていました。あのやり取りだ

けで行くなというのはどうかとは思いま

す。この点については、今日、議論ができ

たらと思い、取り上げさせてもらいました。 

 それと、議会としても去年の第３回定例

会のときに、大阪府に対して意見書を上げ

ております。「『２０２５年日本国際博覧会

児童・生徒招待事業』のあり方の再検討を

求める意見書」です。全会一致ではなかっ

たわけですけれども、結論的には、学校の

参加・不参加の決定は学校ごとでやること、

これをしっかりと尊重することで締めく

くっているんです。これを出したのは去年

１１月ですけれども、１１月時点でも、中

身の不透明さ、子供の安全確保が十分に担

保されていない。そこのところをきちんと

情報としても出すように求めました。今の

時点で本当に大丈夫かというのは、どうし

ても思わざるを得ません。 

 ４月に下見に行って最終判断というこ

とになろうかと思います。教育委員会もき

ちんと参加もされて、学校と一緒にその判

断をしていくということで、その点につい

ては、きちんと取り組まれるように求めて

おきたいと思います。これも、以上で結構

です。 

 次に、校内教育支援ルームの利用や体制

の点について、お聞かせいただきました。 

 ここでも人というか体制を確保できる

かどうかという課題があると思いました。 

 学校現場の校内教育支援ルームは、学校

の先生だったり、学校にいる支援員の方が

対応されるということです。 

 去年、本委員会の視察で久留米市に行っ

て、「らるご久留米」という施設を見学さ

せていただきました。事業の中身を詳しく

スライドとかでお話も聴いたりもしまし

た。 

 実は、私、パルは十数年前に実際に行っ

てお話を聴いたことがあるんです。似たよ

うな取組はされていると思っていて、ただ、

校内支援ルームの部分については、実際ど

んな感じなのか、今、聞かせていただきま

した。また一度、現場がどんなのか実際に

見に行きたいと率直に思いました。機会が

あれば、ぜひよろしくお願いします。 

 繰り返しになりますが、教室や場所をつ

くるのと、人の確保の点、その中での取組

の中身なんかは、またパルなどとも共有し

ながらやっていく、しっかり実のあるもの

にしていってもらいたいと思います。これ

も以上です。 

 給食センター、中学校給食の方式につい

てということでございます。 

 教育委員会議の中でも、一定お伝えもさ

れて、状況については、基本方針を期間的

に３年延長することになっていると思う

んですけれども、その中身についてはやっ

ぱり課題が多いと思っております。 

 業者の都合で給食の中身がということ

や、市の財政の都合で取組が遅れてしまう

ということは、率直に言って、保護者が納

得されるのかと思うんです。 

 年が明けて急遽そういう状況だと聞い

て、私らも動揺していますし、学校現場の

担当者自身が一番思っていらっしゃると
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思うんです。この件を保護者にお伝えして

いくのは学校現場になっていくかと思う

んですけれども、どうこれを説明していく

んだろうと思っています。そこらの点につ

いて、最後、お聞かせいただけたらと思っ

ております。 

 生涯学習課のコミュニティセンター、公

民館、この間の状況についてお聞かせいた

だきました。 

 公民館は、生涯学習の社会教育の活動で

すから、必ずしも地域ごとにじゃなくて、

結構、市内でいろんな交流があることを、

感じております。 

 そんな中で、別府や味生のように公民館

からコミュニティセンターに移行して、そ

の内情については、もう一つ私もしっかり

と把握ができているわけじゃないんです

けれども、以前あった公民館クラブが解散

したことを聞くと、「えっ、そうなの」と

思ってしまう。今後、味生は建て替えを機

にコミュニティセンターに移行しますと、

ほかの公民館も結構老朽化してきている

部分があったりします。建て替えるとなっ

たら、そういうふうになることを思えば、

公民館としての役割、社会教育としての拠

点が弱まってしまう、失われていくことに

ならないのか。図書館はここになりますか

ら、ここでしっかりと検討していくことが

大事であると思っております。 

 感想になりますけれども、今、一津屋地

域の味生の部分が切り替わる、四中校区に

は、コミュニティセンターはあるけれども、

公民館はないという状況について検討し

てもらえたらと思います。 

 就学援助の関係です。 

 学校健診で通院を促される部分につい

ては、さっき言われたように、学校病とい

うことで、この医療費助成の対象になると

思うんです。しかし、虫歯で通院するとき

に、医療費助成の対象になることを案外知

られていなかったりしないかと思うんで

す。 

学校に関わる日用品とか給食費とかが

就学援助の対象になるのは皆さん御存じ

であっても、医療費助成についてまでちゃ

んと理解をされていないのではないかと

思います。例えば、その医療券の申請は、

学校を通じてと今はなっていると思いま

すが、就学援助の申請のときには冊子の中

に書いてあるけれども、そこら辺りを知ら

せていく工夫も必要であると思いました。

就学援助制度全体の部分からも、ぜひ一度、

検討してもらえたらと要望しておきます。 

 こども誰でも通園制度の関係です。実施

されるのは、余裕活用型かと思っていまし

たけれども、実際は一般型という選択肢も

もちろんあるということです。今、待機児

童がこれだけいて、保育士確保がこんなに

課題だと言っている中で、一般型の解消で

きる、民間園でそれだけゆとりと言ったら

変ですけれども、そこまでやれるのかと率

直な疑問を思っています。 

 そういった意味では、本当にこの制度が

目指している部分、親の就労に関係なく、

子供に必要なときに保育所が利用できる

制度が望ましいと思うんです。今、摂津市

の現状で、国がやると言っているからせな

いかんということも思いますので、担当課

として問題意識も持ちつつ取り組んでも

らえたらと思いました。 

 待機児童の解消に向けての取組の中で、

令和７年度は、新たに定員枠３０人拡大に

向けて取り組まれますが、令和７年度のう

ちにあそこのビルは建つけれども、そこに

入る保育施設は、あと１年半ぐらいはその

まま待たな本当にあかんのか。あそこのマ



- 22 - 

 

ンションのために造る保育施設というこ

とも含めて、ちょっとでも早い開所も働き

かけてもらえたらと要望しておきたいと

思います。 

 １点だけ答弁を求めます。 

○出口こうじ委員長 安田部長。 

○安田教育総務部長 それでは、給食の延

期について保護者への伝え方という質問

でございます。 

 鶴野の公共施設再編ということで、給食

センター延期という決定が年明けにあり

ました。 

 この点につきましては、学校だけに限ら

ず地域の方にもお伝えは必要とは思って

おります。 

 そういったことも含めて、まず私どもと

しては、学校については、校長会を通じて

第一報という形ではお伝えをさせていた

だいております。 

 地域の方についても、今後、関係課と、

どういう形でお伝えするか検討が必要で

はないかということは確認をしていると

ころでございます。 

 お問いの保護者につきましても、どうい

ったタイミングでどういった内容をお伝

えするのかというのは、今後、検討してい

かないといけないことだと思っておりま

す。現時点でこうしますというお答えはで

きませんが、何らかのお伝えは、タイミン

グも含めてさせていただきたいと思って

おります。 

○出口こうじ委員長 弘委員。 

○弘豊委員 担当部としても、いろいろと

苦労もされるというようなことです。 

 給食の事業で言ったら、摂津市でもこれ

だけ長い間議論をしてきた歴史もありま

す。他市を見たときにも、いろいろな方式

で給食事業をスタートしたけれども、全員

給食のランチボックスは大変不評で、それ

を自校方式やら親子方式に切り替えたと

いう事例もあったかと思うんです。 

 今の延期という決断も、私どもからした

らまだまだ納得できていない部分がある

んです。そんな中、これまでやってきた取

組が白紙には戻らないという中での取組

だと思います。 

 なので、何とも言えないと思いながら、

今日、この場に臨んでみましたけれども、

子供たちにとって早い時期によりよい給

食の実現をということで頑張っていただ

きたいと思います。 

 すっきりしませんが、以上で終わります。 

○出口こうじ委員長 暫時休憩します。 

（午前１１時５６分 休憩） 

（午後 １時    再開） 

○出口こうじ委員長 再開します。 

 西谷委員。 

○西谷知美委員 それでは、１番目、令和

７年度当初予算主要事業一覧の４ページ、

低所得者対象の一時預かり制度の補助金

についてです。これは予算が２８万５，０

００円だと思うんですけれども、どういう

人を想定して、この金額になったのかを、

まずはお聞かせください。 

 ２番目です。新たな保育施設整備につい

てです。 

 先ほど弘委員が聞かれたのと、また違う

予算になると思うんですけれども、どうい

う保育施設整備か、内容をお聞かせくださ

い。 

 次に３番目、民間保育所等の体調不良児

対応型病児保育の費用補助についてです。 

 実際に以前、摂津市に病児保育がないか

ら吹田市に引っ越しましたという方がい

らっしゃったので、病児保育を整えていく

ことは、子育て世代の人口獲得という意味
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では、非常に重要だと思っております。 

 この内容について、どういった整備を行

っていくのかお聞かせください。 

 ４番目です。保育業務のＩＣＴ化に係る

費用補助についてです。 

 二、三日前に、こども家庭庁がＡＩに虐

待を診断させるアプリか何かで１０億円

損した、その開発を断念したことが報じら

れてました。 

 私は基本的に、そういう業務に関してＩ

ＣＴ化を進めるのはいいと思うんですけ

れども、本来、保育に導入するのはどうな

のかと思ってるんです。内容についてお聞

かせいただければと思います。 

 ５番目のこども誰でも通園制度につい

ては、先ほど弘委員が、かなり細かく丁寧

に質疑されたので、私としては要望のみで

す。２種類あるとのことでしたが、空きが

出ている一時預かりの要望が少ないのが、

安威川以南ということで、安威川以北はも

う少し突っ込んでほしかったところなん

です。子育て総合支援センターの一時預か

りは、私も何回か言ってると思うんですけ

ど、常に四、五人待機の状態です。 

 それが四、五人だけで終わらず、さらに

待機しているのは、何度もお聞きしてるし、

何度も要望しています。やはり待機児童も

安威川以北が多いです。一時預かりも安威

川以北の要望が強いので、そこは整えてい

くべきかと思います。 

 一時預かりと、こども誰でも通園制度の

立てつけが違うという説明でした。その割

には、テレビ報道において、こども誰でも

通園制度を先んじて実施したところのお

母さんにインタビューしたら、今日は本当

に預けられて助かりましたと言って、子供

が豊かな保育に触れられてうれしいです

とは一言も言ってないわけです。 

 需要と供給が一致してないから、これだ

け少子化になっていると思うんです。国に

は意見書を上げるとか、そういった形で、

私なりに国には意見を届けたいと思いま

す。需要のミスマッチ、せっかく税金をか

けても、需要に応じてなかったら意味がな

いと思います。先ほどの病児保育は非常に

需要があって、制度を整えたことが功を奏

しててると思うんです。行財政改革じゃな

いですけど、ここにほんまに使っていいの

か。安威川以南に整備して、一時預かりの

要望がないのにつくってどうするのとい

うところもあるので、その辺りもしっかり

考えて整備していただきたいと思います。

要望です。 

 次に６番目、物価高騰に伴う賄材料費の

増額補助です。こども園の分だったと思う

んですけれども、小学校も絡めて無償化が

進んでいるという一覧を、先ほど弘委員が

明示されました。京田辺市も増額すると聞

いております。 

 ただ、京田辺市に限ってはお米を特別栽

培米みたいな、オーガニック志向の方が多

いエリアなので、本当は有機米を要望され

たんですけれども、ハードルが高いという

ことで、京田辺市内の農業従事者の方と契

約をして、特別栽培米を使われるそうです。 

 これで、市として１００万円負担が増え

るんですけれども、市内の農業振興という

ところと、しっかり提携して実施している

点は評価できると思います。負担が増える

けれども、こういうメリットもありますと

いうのがあったら訴えやすいと思います

ので、その辺りも含めて工夫いただけたら

と要望しておきます。 

 次に７番目、同じく５ページの図書館の

トイレ改修についてです。 

 工事の実施時期と図書館事業への影響
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についてです。幕を張られて、営業はして

いますというのは、よく工事現場とかでも

見かけると思いますが、遠目に見て工事を

している、開いていない、ということで図

書館事業に影響があってはいけないので、

その辺をお聞きしたいと思います。 

 次に８番目です。小学校体育館のエアコ

ン整備についてです。 

 旧三宅小学校遊戯室のエアコン設置の

件で、地元自治会への確認が足らなかった

経緯は、昨日、松本委員もちょっと触れら

れていました。学校教育以外の施設利用団

体の意見は聴いてるかどうか、その点お聞

きしたいと思います。 

 次に９番目、同じく６ページです。こち

らも要望となります。 

 タブレット更新の件で、各議員も一般質

問で触れられていますが、紙の学びのほう

が知識として定着するという情報もあり

ます。その辺り、授業の効率化と学びの関

係を考えた上で、活用していただけたらと

思います。要望です。 

 次に、１０番目です。千里丘小学校の水

泳指導についてです。 

 こちらも松本委員が昨日、質問されてい

ました。去年、私が車を止めに行ったとき

に小学生が移動する様子を見ていたんで

すけれども、あの場所に駐車してから移動

するとなったら、すごい効率が悪いと思い

ました。 

 市営住宅の前に止めさせていただいて、

あそこから歩いて、バスだけ後で駐車場に

止めに行けば、大分短縮できると思うんで

す。その点について検討の余地があるのか

だけお聞きしたいと思います。１５分、２

０分短縮できるんじゃないですか。 

 １１番目です。学校生活介助員について

です。 

 先ほど弘委員も聞かれていたんですけ

れども、生活介助員の資格保持など、どう

いう採用基準かについて、お聞きしたいと

思います。 

 １２番目です。医療的ケア児の受入れ体

制について、次年度、医療的ケア児を受け

入れるということで、入学に至った経緯を

お聞きしたいと思います。 

 今までも対象児童はいたと思うんです

けれども、今回は、なぜ受け入れられるこ

とになったのか、その周知方法など変更し

たところがあるのかお聞きしたいと思い

ます。 

 １３番目です。同じく７ページ、小学校

施設改修事業です。 

 三宅柳田小学校、別府小学校両校の外壁

修繕等ということです。三宅柳田小学校の

屋上防水修繕もありますが、市営住宅の長

寿命化もあります。摂津市内の学校施設全

体の修繕計画について、お伺いできたらと

思います。 

 １４番目です。ここからは予算概要から

になります。５８ページです。子ども食堂

についてお伺いします。 

 現在２０か所ということで、今後はどの

ように増やしていくかについてです。 

 例えば高齢者のつどいの広場に関して

は、ある程度そろってきたら鳥飼エリアで

募集しますとかがあったと思います。その

エリアを見て、できたらこの辺で子ども食

堂をやってくれないかなど、広報せっつで

募集するとか、そういったお考えがあるの

かどうかお聞きしたいと思います。北部ば

かりできても仕方ないと思っているので。 

 次に１５番目、宿題カフェについてです。

こちらは要望とさせていただきます。 

 社会福祉法人のカフェで２か所です。あ

とインスタを見ると市民活動補助金事業
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の別府地域でされている、高齢者と児童・

生徒を対象にしたカフェ事業です。居場所

事業の一つですけれども、そこでも宿題カ

フェやってますと書いていました。 

 開いているんだから、宿題もやってくれ

ていいでというスタンスだと思うんです

けれども、場所が増えることが大事かと思

います。 

千里丘公民館へ行ったら、本日の利用に

ついて、マグネットを貼っているんです。 

２個か３個しか貼っておらず、めちゃくち

ゃ空いていることがあるので、生涯学習課

と横のつながりを広げてもらって、施設が

あるんだから上手に市の財産を活用する、

使用料を獲得する面もあると思うんです。

５００円とか６００円とか、そこで宿題カ

フェを実施してもらうことで、場所がない

と言ってる方には、そこを活用してもらえ

ばと思います。新たに予算を組む必要もな

いと思いますので、その辺り条例の関係が

あると思うんですけれども、庁内でしっか

り話し合って、先進事例がないかは、私も

調べてみようと思いますので、場所の有効

活用という観点から、実施について検討い

ただければと思います。要望です。 

 豊中の庄内地域に新しくできた施設に

行きました。そこは小・中学校一貫校の横

に図書館と、社会福祉協議会がやってる高

齢者の相談窓口との複合施設なんですけ

れども、公民館も一緒にしています。公民

館だから使用料を高くせずに済んでると

思いますので、その辺り豊中市に聞いてい

ただいて、コミュニティセンターにしたら

利用料を上げなあかんというなら、ここの

一部は公民館ですとするのもひとつの手

段と思いますので、その辺り調べていただ

けたらと思います。 

 次が１６番目、家庭児童相談事業につい

てです。これも要望なんですけれども、先

ほど弘委員も触れられてた。虐待事件から、

いろいろ工夫を重ねていただいておりま

して、通告件数が増えているということで

す。これも宿題カフェと連携するとかで、

横の連携を求めたいと思います。 

 例えば、私はほとんどの子ども食堂を、

見に行かせてもらっているんですが、来て

いるお子さんの様子とかで、抱えている課

題が見えてきます。子ども食堂ネットワー

ク会議を３か月に１回してるんですけれ

ども、スクールソーシャルワーカーがいら

っしゃってるんです。ほかの課もできるだ

け都合をつけて、出てくる課題、問題につ

いて情報共有していただいて、しっかり取

り組んでいただきたいと思います。 

 昨日、沖縄県の取組についてのニュース

があったんですけれども、沖縄県の社会福

祉協議会の会議だったと思うんですけれ

ども、横のつながりであったり、市民団体

の強化を強く訴えておられました。沖縄県

も様々な貧困問題とかも抱えていますが、

予算がないところでも、市民団体との連携

をしっかりやっていくというお話だった

と思うので、摂津市もしっかり提携してい

ただければと思います。 

 １７番目のオレンジリボンキャンペー

ン、児童虐待防止キャンペーンについてで

す。確かに啓発も、イベントも大事なんで

すけれども、令和４年、令和５年と比べて、

令和６年はちょっと来場者が少なかった

印象があります。 

 その中で、感じ方はいろいろだと思うん

ですけれども、ワークショップとかが若干

多めだったという感じもしました。イベン

トも大事なんですけれども、本来どうした

らいいかということを考えていただいた

らと思います。 
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 例えば、安威川公民館であったり、コミ

ュニティプラザであったり、やや安威川以

北寄りと感じます。毎年じゃなくても、そ

の地域のイベントに絡めるとか、安威川以

南ですと、淀川わいわいガヤガヤ祭は、す

ごいたくさん来場されます。そこで周知を

するなど、年に１回大きいのをするんじゃ

なくて、分散型にするとか、市内全域に周

知できるような工夫をしていただければ

と思います。要望です。 

 次に、１８番目です。６２ページの出産

育児課で、地域子育て支援拠点事業につい

てです。まず現状を説明していただければ

と思います。 

 次に、１９番目はファミリーサポートセ

ンター運営事業です。これも何度かお伝え

しているんですけれども、例えば、岸和田

市は障害児の利用について、援助会員が了

承したら対応しているという例もありま

す。なかなか障害児の対応って難しいとこ

ろもあると思います。 

 発達障害とかだったら突然走り出すと

いう特性もあります。例えば、そういうお

子さんをお持ちの方で利用を希望してい

る場合は、依頼会員と援助会員の交流会を

企画するとか、プラスアルファの部分、フ

ァミリーサポート制度も始まって大分た

ちます。様々、時代に合わない課題という

のも出てきていると思います。税金が５０

０万円ぐらいかかってるわけですから、時

代に合った、予算に見合った利用率、回数

で割ったら、１回やるのに１万いくらかか

っています。それやったらシッター券を出

した方が効率的と思ってしまったんです。

検討いただければと思います。要望です。 

 ２０番目です。こども政策課の学童保育

室管理運営事業の中に指導員派遣委託料

約３６０万円があります。 

 人材派遣会社に探してもらうという意

味ですか。それも含めて、委託料の中身に

ついてお聞かせいただければと思います。 

 次に、２１番目です。７２ページの出産

育児課の未熟児養育費給付事業について、

どういう制度なのかお聞かせいただけれ

ばと思います。 

 ２２番目です。多胎児移動支援サポータ

ー派遣委託料です。１回聞いたこともある

とは思うんですけれども、移動支援だった

ら、他市だとタクシー券を発行していたり

するんです。摂津市では、同行すると聞い

ておりますが、どういった内容かお伺いで

きたらと思います。 

 ２３番目、ブックスタート事業です。絵

本のラインナップについてお伺いしたい

と思います。 

 例えば吹田市や茨木市では、自分の都合

がいいときに図書館へ行って受け取れる

サービスがあります。摂津市では４か月健

診のときに持って帰ってもらっています。

どういう効果があるのか、図書館に自分で

取りに行くことは、図書館がどれぐらいの

距離にあるのか足を運ぶきっかけにもな

ると思います。昨日から図書館の利用率が

議論になっているので、摂津市の取組内容

についてお聞かせいただければと思いま

す。 

 次、２４番目です。１１０ページの教育

政策課の新入学用品支給事業です。 

 ランドセルがリニューアルされまして、

かかる経費について、昨年度比でアップし

たものの内訳などについてお伺いさせて

いただければと思います。 

 次、２５番目、１１２ページ、学校教育

課です。教職員人事事業についてです。 

 教職員健康管理委託料で、教員の仕事が

精神的にしんどくなって休職や退職する
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職員は一定数出ていると思うんです。大体

年間何人ぐらい出るのか、よく不登校の理

由がアンケートで出てきたと思うんです。

どういう理由になっているのか答えられ

る範囲で答えていただければと思います。 

 次に２６番目、こども政策課です。私立

高等学校等学習支援金支給事業について

です。 

 ちょっと前のヤフー記事で大阪府の私

立高校の補助金を受け取れるのが４月じ

ゃなくて、１１月ぐらいに精算みたいな形

になっています。その間、金銭的負担が大

きくて、貯金もなくなってしまって大変と

いったシングル家庭の声が記事になって

いて、非常に話題になっていたんです。こ

とについて、この私立高等学校等学習支援

金支給事業で何とかできないのかという

辺りを、お聞かせいただければと思います。 

 次に、２７番目です。教育支援課の研修

事業についてです。 

 先ほど弘委員の質問で出たところにな

ると思うんですけども、もうちょっと詳し

く説明いただければと思います。 

 次に２８番目、１１４ページです。教育

支援ルーム運営事業についてです。 

 令和７年度から、適応指導教室から教育

支援ルームに名称が変わることは、本当に

よかったと思います。評価したいと思いま

す。 

 パル・アミ・メイトの状況については、

先ほど質問があったので、別の質問をお聞

きしたいと思います。 

 そのパル・アミ・メイトの保護者の集ま

る機会をつくられたということで、それは

よかったと思うんです。昨年、パルに通っ

ていた生徒たちの同窓会が、有志で実施さ

れたようなんですけれども、未成年ですし、

場所探しが大変だったと聞いています。 

 卒業生のサポートまでとなると、負担が

増えると思うんですけれども、そういうこ

とに対応できるような市民団体が、もとも

と分かっていたらつなげたりもできると

思うので、横の連携についてどう考えてい

るかお聞きしたいと思います。 

 次に２９番目、進路選択支援事業です。

昨年、阿倍野区役所内で実施されていた不

登校の居場所の紹介と、進路先のブース紹

介のイベントに行ってきました。すごい数

の団体や通信高校とか、そういうお子さん

に特化した対応をしている学校が３０校

ぐらい来てたように思います。摂津市単体

で、そのような企画をするのは非常に難し

いと思うんですけれども、吹田市や茨木市

など三島エリアで実施してみてはという

ことで、こちらは要望としておきます。 

 ３０番目です。学校教育課の人権教育推

進事業についてです。 

 昨日、松本委員は、キャリア教育につい

て質問されたんですけれども、その項目の

中に多文化共生などもあったと思います。 

 今年の「ＬＯＶＥとりかい」という取組

で、私もお店に行かせていただきましたが、

今回は鳥飼北小学校だけじゃなく鳥飼西

小学校でも実施されたということで評価

したいと思います。 

 ともに生きるつどいは有志の先生方で

されていると思います。安威川以南エリア

の学校は実施してるんですけれども、安威

川以北エリアでの実施がないので、安威川

以北にも多文化共生の取組を広げること

はできないか、こちらも次年度への要望と

いうことでお願いします。 

 次に３１番目、１１６ページです。学校

部活動等助成事業ということで、学校が要

望する指導者とのマッチングについて、最

近の状況などお聞かせいただけたらと思
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います。 

 次に３２番目、学校読書活動推進事業に

ついてです。読書サポーターというのは、

大体、学校に何人ぐらいいらっしゃるのか

など、お聞かせいただきたいと思います。 

 次に、３３番目です。学力向上推進事業

についてです。 

 何回も聞いているかもしれないんです

けれども、宿題カフェに対してかなり予算

が手厚いです。吹田市の話にはなるんです

が、ある塾に、高校進学がちょっと大変な

場合に、高校進学を見据えて学習指導を委

託しています。その塾の先生からすると、

まずは椅子に座って、机に向き合うところ

から始まる。そこから半年かけて何とか勉

強する体制をつくって、学校に送り出すみ

たいな感じで指導されているそうなんで

す。摂津ＳＵＮＳＵＮ塾と、その宿題カフ

ェの間みたいな、そういった体制はできな

いのか、その辺りの考え方についてお聞き

したいと思います。 

 次に３４番目、１１８ページです。英語

教育推進事業です。 

 摂津市の現状の英語の平均点は、大阪府

内の平均点と比べて今、どういう状況なの

かというところです。子ども食堂に来てい

た子が、英語は大嫌いやと言っていたんで、

まずは、親しむための取組はどうされてい

るかなどをお聞きしたいと思います。 

 次に３５番目、特別支援教育推進事業で

す。支援員の配置についてお聞きしたいと

思います。 

 次に３６番目、１２４ページです。中学

校就学援助事業について、先ほど弘委員が

丁寧に質問をされていたので、要望です。

オンラインで申請できるみたいなことは

難しいですか。 

 難しいところはあるかもしれないんで

すけれども、保護者は煩雑な書類があると

なえてしまう部分もあります。例えばシン

グルマザーで下の子もいる、面倒くさいか

ら就学支援いいわみたいにならないよう

な取組を要望したいと思います。よろしく

お願いします。 

 次に、３７番目、１２８ページの生涯学

習課に係るところで、摂津市史編さん事業

についてです。要望になるんですけれども、

いつも案内は来てて、新しい版が出ますと

いうチラシは見ていました。都合があった

ので、初めて講座に参加させていただきま

した。私は、市外から摂津市に転入してき

たものですから、昔の歴史が、あんまり入

ってなかったので、写真で見て、特産物だ

ったりも知れて、参加してみて非常に面白

かっです。 

 要望としては、見渡す限り高齢者だった

ので、若い方にも参加してもらえる工夫を

していただけたらと思います。 

 次に３８番目、学校体育施設開放事業に

ついてです。令和６年度からキャッシュレ

ス決済が開始されたと思うので、年度途中

ではあるんですけれども、利用率について

お伺いしたいと思います。 

 次に３９番目、１３０ページのこどもフ

ェスティバル開催事業についてです。 

 委託料について、予算としては全体とし

て下がっているんですけれども、委託料が

上がっていて、摂津市内の団体じゃないと

思うんです。 

 私がずっとモットーにしていることは、

皆さん御存じと思うんですけれども、市民

団体にしっかり予算をつけて、その市民団

体が盛り上げるといった形に移行できな

いかどうかも、せっかく摂津市協働のまち

づくり推進条例が制定されるわけですか

ら、その辺りの考え方についてお伺いした



- 29 - 

 

いと思います。 

 次に４０番目、生涯学習フェスティバル

開催事業です。こちらは予算自体も若干減

っています。 

 確かに関わる団体の減少、関わっている

人の高齢化が課題になっております。生涯

学習大学と、そのメンバーが重なる部分も

多いので、併せて今後の展開、見直しなど

について考え方をお伺いしたいと思いま

す。 

 次に４１番目、１３２ページです。先ほ

ど要望した宿題カフェの部分で、空きの活

用で、何かお考えがないか、お聞かせいた

だければと思います。 

 次に、最後、４２番目、１３４ページの

図書館施設管理事業です。 

 指定管理者が代わりましたが、その評価

についてと、鳥飼図書センターの活性化な

どもお聞かせいただけたらと思います。 

 以上です。お願いします。 

○出口こうじ委員長 では、答弁を求めま

す。 

 湯原課長。 

○湯原保育教育課長 それでは、令和７年

度当初予算主要事業一覧のうち、保育教育

課に関わります４点の質問に、答弁申し上

げます。 

 まず、１番目の一時預かり事業利用者補

助金でございます。内容につきましては所

得の低い世帯や支援が必要な児童がいる

世帯等の児童が一時預かり事業を利用し

た場合において、当該児童の保護者が支払

うべき利用者負担額に対して、その一部の

補助を行うものでございます。 

 対象者は四つの世帯がございまして、生

活保護法に規定する被保護者、市町村民税

非課税世帯、市町村民税の所得割額が７万

７，１０１円未満の世帯、要保護児童対策

地域協議会に登録された要支援児童等が

対象となってまいります。 

 現在、摂津市内の一時預かり事業に係る

保護者負担額は１日当たり、３歳以上児は

１，５００円、３歳未満児は２，０００円

となっております。 

 そのようなことから、３歳以上児は３０

人分、３歳未満児は１２０人分を見込み、

この補助金を予算計上させていただいた

ものでございます。 

 続きまして、２番目の新たな保育施設の

整備に係る児童福祉施設整備費補助金に

つきまして答弁申し上げます。 

 まず、本市の待機児童の状況としまして、

令和５年度は２９人、令和６年度は２３人

となっております。 

 利用児童数を踏まえた待機率としては、

２年連続大阪府内ワーストワンの状況と

なっております。 

 本市の特徴としまして、近隣市に比べて

施設整備率は非常に高い状況となってお

り、本市を除く北摂平均では４８.５％と

なっておりますものが、本市は５８．９％、

１０ポイントほど高い状況となっており

ます。 

 しかし、申込率も高い状況となっており

まして、これも本市を除く北摂平均では５

１％、本市では６０.９％と、こういった

特徴がございます。 

 そのようなことから、高い保育ニーズに

施設整備が追いつかない状況となってお

りまして、待機児童解消に向けては、さら

なる保育の受皿を拡充していくことが必

要と考えております。 

 特に、待機児童が多く発生している千里

丘地区において新たな整備を行いたいと

考えており、現在、土地の確保について関

係者と協議を行っているところでござい
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ます。令和７年度及び令和８年度にかけて

施設整備を行いたいと考えております。 

 続きまして、３番目の病児保育事業補助

金のうち、体調不良児対応型病児保育の補

助についてのお問いでございます。 

 内容としましては、体調不良児対応型の

病児保育を実施している保育所等に通っ

ており、保育中に微熱を出すなど、体調不

良となった児童であって、保護者が迎えに

来るまでの間、緊急的な対応を必要とする

児童を対象として、看護師等を配置して、

この事業を実施するものでございます。 

 現在、摂津市内の民間保育施設では、３

施設が体調不良児対応型の病児保育を実

施しておりますが、令和７年度に新たに二

つの施設で実施する予定となっておりま

す。 

 続きまして、４番目の保育所等のＩＣＴ

化推進等事業補助金の内容でございます。 

 保育の周辺業務や補助業務に係るＩＣ

Ｔ等を活用した業務システムの導入費用

の一部補助により、保育士等の業務負担の

軽減等を図るものでございます。内容とし

ましては、保育補助システム未導入の園が

新たに導入する費用に対する補助、また、

システム導入済みでキャッシュレス決済

を導入する場合、通訳・翻訳機の購入に対

する補助、病児保育事業のＩＣＴ化のため

のシステム、予約やキャンセル等のシステ

ムを導入する施設に対する補助、こういっ

たものとなっております。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 千葉課長。 

○千葉生涯学習課長 それでは、７番目、

市民図書館のトイレ改修に関わる工事の

実施時期と、図書館事業への影響について

お答えします。 

 まず、実施時期につきましては、令和７

年９月から令和８年２月までの約６か月

間を想定しております。 

 図書館事業への影響については、今回の

改修工事はトイレの洋式化に向けた配管

の修繕と、電気配線の整備など、大がかり

な改修になります。 

 そのため長期間の工事となりますが、図

書館については、たくさんの方に利用して

いただいていますので、利用者の方にでき

るだけ御不便がないように、施工会社と工

期の短縮について協議を行います。例えば、

１階に一番本が置いてありますし、大人も、

小さいお子さんもいらっしゃいます。１階

を部分的に開放する期間を設けるなどの

工夫をすることと、休館時には、隣接して

おります安威川公民館の１階ロビーや、２

階大ホール前にもロビーがあるので、そこ

の空きスペースを利用し、雑誌や新聞、新

刊本とかを配置する対応を考えておりま

す。あと、先ほど公民館の空き部屋という

こともおっしゃっていただいたんですけ

ども、空き部屋があったらそこを活用し、

親子向けの絵本の配架ですとか、読み聞か

せも行えないかということで、現在、指定

管理者と協議を進めております。 

 また、工事期間中につきましても利用者

が予約した本の受け取りは継続して行え

るように運用してまいります。 

 なお、工事の施工業者の入札については

これから行いますので、どこになるかとい

うことは、まだ決定しておりません。施工

業者が決まったら協議してまいります。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 小西課長。 

○小西教育政策課長 ８番目の学校への

エアコン設置につきましては、学校を利用

する団体等に対して説明はいたしており

ませんが、学校側と協議し、学校教育、学
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校施設開放に影響のないよう施工、設置を

いたしております。 

○出口こうじ委員長 田中参事。 

○田中学校教育課参事 １０番目の千里

丘小学校の水泳指導の委託に関わって答

弁申し上げます。 

 １学年で大体マイクロバスが５台から

６台という状況でして、子供たちの乗り降

りに関しましては、まず、安全を確保する

ことが最重要と考えております。 

 そこを鑑みて市営住宅の前は、あくまで

道路になりますので、難しいと考えており

ます。 

 ただし、委員がおっしゃるように、現在、

第２駐車場から徒歩で行っております。大

体片道１５分ほどかかる想定で動いてお

りますので、子供たちの負担軽減策につい

ては、検討してまいりたいと考えておりま

す。 

○出口こうじ委員長 武田課長。 

○武田教育支援課長 １１番目のお問い

です。学校生活介助員の採用の際に、特に

何か資格が必要になるという基準は設け

ておりません。 

 １２番目のお問いです。これまでも就学

相談の際に、支援学校と地域の学校を見学

いただいたりしながら、相談した上で支援

学校をお選びになるというケースが多く

ございました。 

 令和４年度より、年中の保護者を対象に、

就学相談の説明会を実施しております。そ

こに、保護者以外、例えば就学前の園の先

生や、あるいは放課後等デイサービス等の

職員の方も来られており、就学してからの

学びの場所の選択について理解が広がっ

てきていると捉えております。 

 今回も就学前の施設の方から、大分早い

段階から相談をいただきまして、当課の職

員といろいろやり取りをする中で、最終的

に地域の学校で受け入れると、そういった

経緯でございます。 

 以上です。 

○出口こうじ委員長 小西課長。 

○小西教育政策課長 １３番目の学校施

設におきます外壁修繕、屋上防水修繕工事

についてのお問いと長寿命化、学校の修繕

計画についてのお問いでございます。 

 まず、外壁修繕や屋上防水修繕工事につ

きましては１５年から２０年程度で定期

的に実施いたしておるものでございます。 

 長寿命化につきましては、小・中学校で

は、コストを抑えながら建て替えと同等の

教育環境を確保することができ、排出する

廃棄物量も少ない新しい方法、長寿命化改

修を進めていく必要がございます。 

 長寿命化改修を進めていくためには、ま

ずは骨組み、躯体の調査を行い、優先順位

や今後の中長期にわたる修繕計画を立て

ていく必要がございますので、予定では３

年間でございますが、令和７年度から小学

校、中学校において構造躯体劣化調査を行

う予定でございます。 

○出口こうじ委員長 佐野参事。 

○佐野こども政策課参事 １４番目の今

後の子ども食堂の募集についての質問に、

答弁させていただきます。 

 子ども食堂運営補助金は令和４年度か

ら実施いたしておりますが、補助金を導入

した当初は、各小学校区に２か所、市域全

域で２０か所の開設を目指しておりまし

た。 

 これまで、子ども食堂ネットワークの

方々と連携をしながら子ども食堂の活動

について周知を行い、現在では補助金を受

け取っていない団体も含めますと、鳥飼東

小学校区を除く９小学校区内に２０か所
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の子ども食堂が開設されております。 

 しかしながら、安威川以北と安威川以南

で比較しますと、開設場所に偏りがあるな

どの課題があることから、募集や広報など

も踏まえ、制度の在り方について検討して

まいりたいと思います。 

 以上です。 

○出口こうじ委員長 松田副理事。 

○松田こども家庭部副理事 １８番目の

地域子育て支援拠点事業の現状について

でございます。 

 就学前の親子が自由に交流できる広場

を中心といたしまして、子育て情報の交換

や提供、親子教室、子育て講座、育児グル

ープの支援等広く子育て支援を行ってい

るところでございます。 

 拠点の設置につきましては、国の掲げて

いる目標といたしまして、中学校区に１か

所となっておりますが、本市につきまして

は、小学校区に１か所を目指して推進をし

てまいりました。 

 令和６年度より全小学校区に設置がか

なっているところでございます。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 佐野参事。 

○佐野こども政策課参事 ２０番目の学

童保育室管理運営事業に係ります、指導員

派遣委託料の質問に答弁させていただき

ます。 

 指導員派遣委託料につきましては、夏休

み期間など、指導員が不足する日に指導員

を配置できるよう委託契約を行っている

ものでございます。 

 以上です。 

○出口こうじ委員長 暫時休憩します。 

（午後１時５１分 休憩） 

（午後１時５２分 再開） 

○出口こうじ委員長 再開します。 

 飯野課長。 

○飯野こども政策課長 ２１番目の未熟

児養育医療につきましては、未熟児として

出生した子供に対しまして、一定のスコア

により、該当するお子さんに、未熟児養育

医療費として、子ども医療費とは別の国の

制度になりますけれども、所得による一定

の自己負担額が発生いたしますが、医療費

を助成する制度でございます。 

 以上です。 

○出口こうじ委員長 松田副理事。 

○松田こども家庭部副理事 ２２番目の

お問いでございます。 

 多胎児移動支援サポーターの内容につ

いてでございます。 

 令和４年度より多胎児移動支援サポー

ター制度を実施しておりますが、内容につ

きましては、乳幼児健診や予防接種、お買

物等の外出に当たって、例えば荷物の運搬

であったりベビーカーの移動、乳幼児です

ので授乳のお手伝いやオムツの交換など

の介助等を実施しているところでござい

ます。 

 続きまして、２３番目のブックスタート

事業の絵本のラインナップと事業の内容

についてでございます。 

 ブックスタート事業につきましては、４

か月健診の折に、赤ちゃんに絵本をプレゼ

ントしているものでございます。単に絵本

をお渡しするのではなく、お母さんとお子

さんの愛着形成ということで、そこで、読

み聞かせの実演もやっております。その中

で６種類の絵本を用意しており、気に入っ

たものをお持ち帰りいただいています。 

 内容は、例えば「いない いない ばあ」

のような、赤ちゃんがよく読むようなもの

でございますが、生涯学習課におられる司

書の方にも助言をいただきまして、保健師
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が実施している事業でございます。 

 通常、図書館が実施することが多いので

すが、保健師が母子保健で実施していると

いう点も、特徴のある事業でございます。 

 また、私たちも本に触れていただきたい

という思いがございますので、摂津市には

図書館があるとチラシなども入れさせて

いただいて、読書自体の推進もしていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 小西課長。 

○小西教育政策課長 ２４番目のランド

セルの経費やリニューアルによるアップ

の内訳というお問いでございます。 

 令和６年度から令和８年度までの単価

契約としており、１つ当たり税込みで１万

１，２２０円となっております。 

 以前のタイプは８，７８９円で、２，４

３１円の増額となっておりますが、容量の

アップ、それから肩にフィットしやすいＳ

字型のショルダー、防犯ブザーが取り付け

られるリング、夜道で反射する反射材など、

使いやすさや安全性に配慮したものとな

っております。 

 これまでのタイプは、低学年のうちに、 

ほかのバックに変更されることが多かっ

たのですが、今回のスクールバックは６年

間、使用していただくことを念頭に作成し

たものでございます。 

○出口こうじ委員長 羽田参事。 

○羽田学校教育課参事 それでは２５番

目、教職員健康管理委託料についての質問

に答弁させていただきます。 

 精神的にしんどくなって休む教員等は、

令和６年度は１３名おりました。年度内に

復帰する教員もいる一方、退職する教員が

いたのも事実でございます。 

 なぜ休むことになったのかという理由

については、個別事情がございますので、

詳細については差し控えさせていただき

たいと考えておりますが、一定その業務の

中で、自分自身で業務を抱え込んでしまう

傾向も否めないところはございます。 

 そういったことを防ぐためにも、教職員

の勤務状況であったり、何か悩みを抱えて

いないか、職場で適切に管理職が把握する

ことが必要と考えます。その一助となるも

のとして、ストレスチェックを活用し、校

内での結果であったり、市全体の結果を今、

分析して、各学校にフィードバックをして

おります。 

 その中から管理職が職場の状況を見て、

学校がより働きやすい環境になるよう努

めていくことを、現在、行っているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 飯野課長。 

○飯野こども政策課長 ２６番目の私立

高等学校等学習支援金に関する質問でご

ざいます。 

 先ほど委員から紹介いただいた事例に

つきましては、恐らく生活保護受給世帯及

び所得税の非課税世帯の私立高等学校に

在学する生徒を対象に、大阪府で実施され

ている私立高等学校等奨学のための給付

金のことではないかと思われます。 

 こちらは大阪府の事業となりますため、

詳細については分かりかねますけれども、

支給時期については大阪府の事務処理の

スケジュールによるものであると認識し

ております。 

 以上です。 

○出口こうじ委員長 武田課長。 

○武田教育支援課長 ２７番目の市の研

修事業についてですが、これまでの質問で

もございましたとおりですが、主に３点ご
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ざいまして、初任研修等の法定研修、市独

自の研修、教育指導嘱託員による初任者等、

経験の浅い教員への指導となっています。 

 法定研修のうち、初任者研修の中で市独

自に取り組んでいることといたしまして、

一般財団法人大阪府青少年活動財団に委

託して、ハートアクティビティを実施して

います。 

 初任者は、このプログラムを体験する中

で、お互いを尊重することやグループ内で

のコミュニケーションを促進することを

学び、授業づくりや学級づくりに生かすこ

とができると考えております。 

 続きまして、２８番目の質問、パル・ア

ミ・メイトで、市民団体とのつながり等に

ついてのお問いでしたが、パル・アミ・メ

イトでは、施設内だけの活動だけではなく

て、遠足に行ったり、体育的行事も実施し

ています。 

 今年は２回、味舌体育館へ行って卓球大

会等を実施しましたが、その帰りに、ＪＯ

ＣＡ大阪に寄ってお昼ご飯を食べるとい

うことをしました。 

 こういった取組をすることで、子供たち

が、学校以外にもこういう場所があるとい

うことを知ると思います。このような形で

少しずつ連携を広げてまいりたいと考え

ております。 

○出口こうじ委員長 田中参事。 

○田中学校教育課参事 ３１番目、学校部

活動等助成事業に関わっての部活動指導

員と学校現場とのマッチングについて答

弁申し上げます。 

 毎年度、学校体制が変わることにより、

部活動を担当する教員の専門性も異なる

ため、新年度に入ってから各学校に聞き取

りを実施して、必要な部活動について募集

をかけるということになります。 

 人材確保については、課題となっており

ますが、教員の負担軽減には効果的なため、

早めの委任を目指していきたいと考えて

おります。 

 続きまして３２番目、学校読書活動推進

事業に関わって、学校読書活動推進支援員

の人数について答弁させていただきます。 

 人数は、合計１０名です。各校１名、業

務内容については学校図書館の管理・運営、

また、掲示、配架、読み聞かせ等を工夫し

て、行きたくなる図書室の運営に取り組ん

でおります。 

 続きまして３３番目、学力向上推進事業

に係る摂津ＳＵＮＳＵＮ塾について答弁

申し上げます。 

 摂津ＳＵＮＳＵＮ塾の目的は、家庭や地

域の事情により学校以外で学ぶ機会が少

ない生徒に対して、基礎的な学力の向上と

家庭の学習習慣の定着を目的にしており

ます。 

 令和６年度については、令和５年度より

受講者数は増加しており、今後も必要性が

高いと考えられる子供や、保護者に参加し

てもらえるよう連携強化してまいります。 

 また、委員からの質問の中に、まずは、

机に向き合えるようにする必要があると

いったところがあったかと思います。そう

いった子供たちについては、まず学習向上

が必要かと思います。 

 いくら制度をつくったにせよ、強制的に

行かせても、その子供たちの家庭学習習慣

が定着することは、なかなか厳しい状況で

あると考えます。 

 学校教育課としては、まずは学校の授業

と学習活動の中で、子供たち自身が授業、

学習を何のためにやっているのかを理解

し、学びに向かう姿勢を育む必要があると

考えております。 
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○出口こうじ委員長 武田課長。 

○武田教育支援課長 ３４番目の英語教

育推進事業について、大阪府と比較した本

市の状況と、英語に親しむ取組についての

お問いにお答えいたします。 

 本年度のチャレンジテストの結果で申

し上げますと、摂津市の中学１・２年生の

英語の平均点は大阪府の平均点に対して

０.９６ポイント、１００点満点の平均点

で言うと２点程度下回る状況でございま

す。 

 英語に親しむための取組といたしまし

て、全小学校で、Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｄａｙ

を実施しております。 

 これは市内のＡＬＴ５名が小学校に集

まって、英語でのコミュニケーションを楽

しむイベントで、今年度は魔法学校で魔法

を学ぶというコンセプトで実施したとこ

ろ、子供たちが、魔法使いの衣装であった

り、杖を持ってくる等、すごく楽しんでお

りました。 

 中学生に向けては、夏休みに教育センタ

ーでＥｎｇｌｉｓｈ Ｗｅｅｋを開催して、

希望者に対して、同様の取組をしており、

どちらの取組も、事後のアンケートではほ

とんどの児童・生徒が英語を活用できて楽

しかったと回答しています。 

 また、令和５年度より、ＣＥＴアカデミ

ックプログラムと連携いたしまして、アメ

リカの大学の留学生との交流を実施して

います。今年度は第一中学校の部活動と、

第二中学校、第三中学校、摂津小学校では

授業での交流を実施いたしまして、子供た

ちは本当に生き生きと交流をしておりま

した。 

 このような取組を充実させる中で、子供

たちの英語への学習意欲を深めてまいり

たい思っております。 

 続いて３５番目、障害児童支援の、特別

支援教育に関して支援員の配置状況です。

これまで学校教育課の教育活動支援員と

して、子供の介助に関する仕事を実施して

おります。令和６年度は５名いたのですけ

れども、今後、全国的な流れとして、イン

クルーシブ教育を推進していく考え方が

あり、次年度より教育支援課で１０名、学

校生活介助員を任用して配置を進めてい

く予定でございます。 

 以上です。 

○出口こうじ委員長 千葉課長。 

○千葉生涯学習課長 それでは、生涯学習

課に関わります五つの質問にお答えしま

す。 

 まず、３８番目のキャッシュレス決済の

利用率ということでお答えさせていただ

きます。 

 令和７年２月１９日からインターネッ

ト上で公共施設の予約を行うことができ

る、摂津市公共施設予約案内システムにキ

ャッシュレス決済機能が追加されました。 

 学校体育施設開放事業につきましても、

２月１９日より試験運用も兼ねまして、一

部の学校で運用を開始しております。効果

検証を行った後、令和７年４月１日より全

小・中学校の体育施設で運用開始する予定

でございます。 

 現在、キャッシュレス決済を利用してい

る団体はございませんけども、利用者の支

払い事務の負担軽減策として有効である

と考えております。 

 続きまして、３９番目の質問にお答えし

ます。 

 こどもフェスティバル運営等委託料に

つきましては、運営をこどもフェスティバ

ル実行委員会に委託するための予算でご

ざいます。 
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 今回、金額の精査により、令和６年度よ

り５０万円減額となっております。 

 こどもフェスティバル実行委員会に参

画する団体が年々増加傾向にありまして、

来場する子供たちの健やかな成長と親子

の触れ合いを深める場として実行委員会

と協力しています。参加団体につきまして

は、摂津市スポーツ少年団や、ジーセンス

クール、地域コーディネーター連絡会、Ｐ

ＴＡ協議会、摂津支援学校など、ほぼ摂津

市内の団体が参加しております。 

 実行委員会と協力して令和７年度につ

きましても同じようにやっていきたいと

思っております。 

 続きまして４０番目の生涯学習フェス

ティバルにつきましては、運営を生涯学習

フェスティバル実行委員会に委託してお

ります。 

 生涯学習フェスティバル運営等委託料

につきましては、金額精査によりまして、

令和６年度に比べて８０万円減額してお

ります。 

 令和７年度で２０周年を迎えまして、定

着したイベントとして市民の方に愛され

ていると思っております。企画内容につき

ましては、本来の趣旨である生涯学習関係

団体の日頃の成果発表の場であったり、学

びの場である側面が薄れつつある傾向が

ございますので、今後の生涯学習フェステ

ィバルの在り方につきましては、同実行委

員会と協議しながら、見直しを含めて検討

してまいります。 

 続きまして、４１番目の公民館について

のお問いにお答えいたします。 

 各公民館の利用者数につきましては、

年々増加しており、コロナ禍前の令和元年

度の状況に近づきつつございます。 

 委員がおっしゃるとおり、利用者のニー

ズに伴いまして、部屋ごとの稼働率には多

少差が見受けられます。 

 空き室の利用につきましては、先ほどの

図書館の休館中の代替も検討が必要です

が、居場所の観点も踏まえつつ、公民館運

営審議会の意見も伺い、検討を進めていき

たいと思っております。 

 最後、４２番目についてお答えいたしま

す。 

 まず指定管理者が令和６年度から代わ

ったんですけども、基本的に業務内容は、

もともとの仕様書に基づいて行っていた

だいてますので、管理者が代わったからと

いって、業務内容が大きく変更することは

ございません。 

 現在、実施している事業につきましては

継続していただけるということで、仕様書

にも記載をしております。また、今回の仕

様書につきましては、摂津市子ども読書活

動推進計画に基づいた施策の充実を柱に

挙げておりまして、特に子供の居場所づく

りに関する取組ですとか、子ども食堂とか

に取り組んでいる団体との連携について

企画、提案を実施することも盛り込んでお

ります。 

 毎年１回、摂津市民図書館と鳥飼図書セ

ンターにおける、利用者満足度調査を行っ

ておりますので、皆さんのお声を聴きなが

ら進めていきたいと思っております。 

 あと、鳥飼図書センターの活性化なんで

すけども、そもそも図書館は、図書館法に

ございます図書、記録、その他必要な資料

を収集し、整理し、保存して一般公衆の利

用に供し、その教養、調査研究、レクリエ

ーション等に資することを目的とする施

設と書いてありますので、私たちとしては

鳥飼図書センターに限らず、摂津市全体の

知識向上の一助となればと思っておりま
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す。 

 鳥飼図書センターの活性化につきまし

ては、仕様書ですとか、年次協定書に盛り

込んでいる事業に基づきまして、運用をし

ております。内容がいいかどうかというこ

とにつきましては、利用者の満足度調査や

来館者のアンケートとかも鑑みながら進

めていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 西谷委員。 

○西谷知美委員 ちょっと質問が分かり

にくくて、答えにくかったところもあった

かと思いますけれども、丁寧に答えていた

だきましてありがとうございました。 

 それでは、低所得者対象の一時預かり制

度についてです。大体の予算の立て方であ

るとか、どういう方を対象に考えているか

ということについては理解できました。 

 先ほど弘委員も質問されましたし、私も

質問したんですけれども、結局、安威川以

北に住んでいる方だったら、利用できる場

所がないのではないかという心配もござ

います。その辺りも含め、予算は立てたけ

れども、例えばファミリー・サポート・セ

ンター事業のシングル家庭に負担軽減す

るための予算が、ほとんど使われていない

というのも毎年、指摘しているかと思いま

す。そういった、予算には計上してるけど

実際利用しづらいから利用していないと

いうことにならないよう、例えば車に乗れ

る方だったら、それこそ先ほど言った安威

川以南で、一時預かりの利用が一つもなか

った施設を紹介するなど、予算を活用いた

だけるようなチラシを作るとか、案内をす

ることも念頭に置いて、執行率が低くなら

ないような工夫を要望したいと思います。 

 これで、こちらは終わります。 

 次に、新たな保育施設の整備についてで

す。安威川以北で土地の取得も含め検討さ

れているという回答だったかと思います。

安威川以北は保育施設が足りない状況が

ずっと続いています。私も知り合いの方が、

保育園が決まらないけど、家はあるので引

っ越せないというお話も聴いています。ぜ

ひ早めの整備をお願いします。先ほど弘委

員も触れられてましたけど、２街区の建物

ができて、保育園だけ先に始まるのかと思

ったら、そうじゃないといった回答でした。

もう一つ、どこか要るというところで、予

算に入っていたので、聞いた次第です。な

るべく待機児童がいない摂津市になりま

すように、しっかり進めていただくよう要

望とさせていただきます。 

 次に、体調不良児対応型病児保育の費用

補助について、いろいろ説明ありがとうご

ざいました。 

 大分前のですけれども、「３７．５度の

涙」というドラマがありました。３７度を

超えたら園から呼び出される、親がお迎え

に来てくださいというので、小さなお子さ

んを抱えて働いている方だったら、朝に解

熱剤を処方する経験をされた方もいらっ

しゃるかもしれないですけれども、そうい

う呼出しがなくなるといった施設かと思

います。 

 そういうところがあると安心して働き

続けられると思いますので、こちらも、し

っかり整備よろしくお願いいたします。 

 次に、ＩＣＴ化に係る費用補助について

です。 

 その業務を導入していない保育園につ

いて、ＩＣＴ化業務の推進補助金を入れた

りとかということです。 

 病児保育のＩＣＴ化、ネット予約ができ

るといったことも入ってたかと思うんで

すけれども、私も以前に、豊中市ではそう
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いうネット予約ができますといったお話

をしたと思います。担当がいないんで後で

かけ直してくださいとなると、電話って本

当に大変だと思うので、しっかり進めてい

ただければと思います。こちらも要望とし

ておきます。 

 次に、トイレ改修についてです。本を借

りたい方であったり、親子が絵本に触れ合

う場であるとかを改修中も確保する計画

をしていただいていると、高く評価したい

と思います。 

 豊中市の庄内地域の図書館の方が、施設

案内をしてくれたときも旧図書館と新規

オープンの間に二、三週間、誰も利用でき

ない時期があったそうなんです。そこの図

書館に、高齢者の方で、毎日、新聞を読み

に来る方がいらっしゃったそうで、その方

たちのために、近くの公民館の部屋を確保

して、途切れさせないようにしたといった

お話があったのを思い出しました。そうい

った配慮を摂津市でもしていただけると

本当にすばらしいと思います。ありがとう

ございます。 

 やっぱり高齢者にとっては、毎日外に出

る機会も大切だと思いますし、電気代高騰

で公共施設にぜひ来てください、市庁舎で

涼んでくださいという呼びかけを去年も

やっていたかと思います。そういう観点か

らも、すばらしいと思います。そういうこ

とをちゃんと実施しますという周知を忘

れないように、要望したいと思います。あ

りがとうございます。 

 小学校体育館のエアコン整備について

です。なかなか教育政策課側から、体育館

の利用団体に周知するというのは難しい

かと思います。学校側では把握しているん

でしょうか。団体が気づいて不備にならな

いように、以前の事例も踏まえてしっかり

工事内容を周知していただければと思い

ます。要望としておきます。 

 次に、水泳指導についてです。バスから

降りて児童が移動するところは見てたん

ですけども、バスの台数まで把握していな

かったです。５台もあったら市営住宅の前

に止めたら怒られますので、質問したこと

を失敗したなと思いました。しかし、移動

に１５分もかかったら、水泳指導する前に

子供たちもくたびれてしまうと思います。

市営住宅の前に止めるのは現実的でない

ことは理解したんですけれども、何らか工

夫していただいて、なるべく子供たちが水

泳に専念できる体制づくりを要望して、こ

ちらの質問を終わります。 

 学校生活介助員についてです。 

 特に採用基準はないとのことで、応募し

てくださる方はお子さんが好きであった

り、とてもボランタリーな精神をお持ちの

方だとは思うんです。講習的なことを事前

にされるかどうかについて、２回目お伺い

したいと思います。 

 医療的ケア児の受入れ体制についてで

す。 

 今回、受け入れることに至った経緯は、

私も交渉の場に御一緒したこともあるん

ですけれども、以前は入学する前の年の秋

ぐらいに説明会をしてたのを、年中の２月

に前倒しされたと思います。市民の声に対

して対応していただいた成果だと思うの

で、高く評価して、この質問は終わらせて

いただきます。 

 次に、小学校施設改修事業についてでご

ざいます。丁寧な説明ありがとうございま

した。 

 これから３年間で調査を行うというこ

とです。学校施設は子供たちの学びの場で

あるとともに、災害時の避難場所にもなり
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得るところなので、しっかり骨組みチェッ

クとともに長寿命化、そして、安心・安全

の建物維持について取り組んでいただけ

ればと思います。要望です。 

 次に、子ども食堂の運営事業です。目標

の２０か所を達成されて、様々なネットワ

ーク会議でも厳しい要望とかもあったり

する中、しっかり対応いただいていること

は高く評価したいと思います。 

 しかし、鳥飼東小学校区に、まだ１か所

もないのは課題だと思います。鳥飼東小学

校もなくなるという中で、そういう団体が

立ち上がらないというところも、関係性は

ゼロではないのではないかとも思われま

す。そのエリアで開設できるように、しっ

かり取り組んでいただきたいと思います。

要望としておきます。 

 地域子育て支援拠点事業です。 

 国の掲げる中学校区に１か所ではなく、

きめ細やかに小学校区に１か所つくられ

ているところは、すばらしいと思います。

けれども、以前から何度も何度もお伝えし

ているとおり、所管ではないのは理解でき

るんですけれども、安威川以北には子育て

支援のＮＰＯがありつつ、安威川以南にな

いというところは、それが絶対的に影響し

ているとは言えないかもしれないんです

が、そういうところも安威川以南の少子化

にもつながっているんじゃないかと、感じ

るところでございます。 

 先ほどの居場所の件で、説明の中に同じ

立場の、同じ年頃のお母さん同士での輪が、

よい面もあるんですけれども、今ＳＮＳで

懸念されている、キラキラ投稿というもの

があります。 

 私はこんなに楽しいところに家族で行

きましたとか、そういう投稿を目にして劣

等感にさいなまれるような方もいらっし

ゃるわけです。そういう場じゃなく、自分

の子供の発達が心配で悩んでいる中、同じ

学年のお母さんと接するよりも、ちょっと

違うところに行きたいという思いがあり

ます。子育ての先輩である人たちがつくっ

た安威川以北の老舗ＮＰＯ団体だったら、

先輩からのアドバイスを聴ける場合もあ

ると思います。そういったところも配慮し

て、安威川以南にも要るんじゃないかと思

いますので、ぜひ全庁的に協力して、団体

が育成できるようにしていただきたいと

要望しておきます。 

 次に、学童保育の関連でございます。 

 夏休みとなるとふだん従事してくれて

いる方も子育て期だったりもするので、１

日対応してくれる方を見つけるのは大変

です。夏休みなので大学生はといっても、

最近は結構、コスパ・タイパと言って、な

かなか難しいところもあります。人材探し

は難しいかと思うんですけれども、例えば

大和大学には教育学科もあるので、そうい

う教育学科のあるところに、将来の勉強に

もなるから従事してみないかといった募

集を出すとか、工夫していただけるように

お願いいたします。 

 もう１点、要望です。学童ですぐなじめ

なくて、学校が嫌というケースもなきにし

もあらずなので、その辺も小１の壁の要因

の一つにならないようにと思います。例え

ば中学校に上がる前の小学校６年生が他

校の小学校６年生と交流するイベントが

あるように、幼稚園、保育園の子も小学校

に上がる前に、それに近いものを行うのは

ハードルが高いですか。昔はお兄ちゃん、

お姉ちゃんにくっついてこども会に行き、

あの子とも将来、一緒の小学校に入るんだ

というつながりが生まれてましたが、最近

は薄れていると思います。 
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 私は、幼稚園ママも保育園ママも両方経

験したんですけれども、とにかく幼稚園マ

マは時間があるのでお互いの子供を連れ

て交流したり情報交換したり団地に行っ

たりとか、余裕があるんです。一方、保育

園になりますと、とにかくお迎えの時間に

間に合うことが大前提で、情報交換をして

る暇はありません。交流する時間を持つこ

とが、保育園だったら難しくなるので、保

育園整備率が高い摂津市ということを考

えると、小学校に上がる前にお母さん同士

の交流がないんではなかろうかという懸

念もあります。どこまで手厚くすればいい

のか難しいですが、保護者が置かれている

環境として、念頭に置いていただけると幸

いです。要望です。 

 次に、未熟児の養育費給付についてでご

ざいます。 

 確率的には少ないんですけれども、出産

時１，５００グラム以下の赤ちゃんをリト

ルベビーと呼んで、摂津市では、大体１０

０人に１人ぐらいですので、七、八人生ま

れているという状況になります。小さく生

まれているので、合うベビー服がなかった

り、特殊なお悩みを持たれるみたいです。

北摂やったら、一つぐらい親の会とかあっ

たりするかと思って調べてみたんですけ

れども、大阪府ではあるんですが、北摂に

絞ったらないみたいなんです。そういった

方は自分がちゃんと産んであげられなか

ったとか、特に悩まれるケースもあります

ので、しっかりケアしていただけるよう要

望して、この質問を終わります。 

 次に、多胎児移動支援サポーターについ

てです。 

 他市では、楽に移動してくださいとタク

シーチケットを提供するところを、摂津市

では、人手は多いほうがいいだろうという

サポートをしていると理解はできました。 

 私が千里丘エリアに住んでいるからと

いうのもあるんですけれども、一番子供が

多いと言われる千里丘エリアで、健都のマ

ンションから保健センターまでというと、

すごく移動が面倒くさい、直通のバスがあ

るわけでもないので、大変だというところ

もあります。車の移動支援といった視点で

の行政サービスを今後メニューに加えて

いただけるとうれしいので、要望とさせて

いただきます。 

 次に、ブックスタートです。 

 図書館ではなく、ほぼ１００％受診して

くれる４か月健診で渡すというのも、他市

にはない視点ですばらしいとは思います。 

 先ほど来、図書館の質問もさせていただ

いておりますが、ブックスタートの中に図

書館に関する案内も入れてもらっている

ということです。せっかくブックスタート

の行政サービスがあるわけですから、摂津

市で出産してくださった方に４か月健診

で実施する、他市とは違う取組ですばらし

いと思いますので、引き続き、手厚く実施

いただければと思います。 

 こちらの質問はこれで終わります。 

 次に、ランドセルでございます。 

 経費は上がったけれども、今まで本委員

会で要望があったところを全部カバーす

るようなランドセルになったかと思いま

す。今まで取り組んでいただいた職員も含

め、本当にありがとうございます。 

 黒色なので、女の子はどうかとは思った

んですけれども、女の子もすごいおしゃれ

だという好評なお声を聴いておりますの

で、ありがとうございます。 

 支援学校に行かれるお子さんに関して

は、代わりに何かをプレゼントするじゃな

いですけれども、そういうお母さんと知り
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合ったことが契機で、通常、地域の学校に

行くんだったら受けられるサービスを受

けられていないということがあります。少

し傷ついていらっしゃると随所に感じる

ことがありますので、そういったお子さん

に対する配慮も頭の片隅に置いていただ

いて、何か考えていただければと要望させ

ていただきます。 

 ランドセルに関しては、本当にシティプ

ロモーションになると思いますので、大阪

府全域に摂津市はこんなことをやってい

るということをアピールしていただきた

いと思います。こちらも要望としておきま

す。 

 次に、教職員人事の件で、人数や復帰す

る教員の方に関して理解いたしました。 

 教員を目指される方は真面目な方が多

いと思うんです。同じ学年の担任の方と業

務を分散するんじゃなくて、抱え込んでし

まって、しんどくなってしまう方もいらっ

しゃるというお話も理解できました。そう

いったことを解消するべく、後の研修事業

の質問にも関わってくると思うんですけ

れども、長く働いていただけるような研修

を初任者のうちにしっかり施すことで、退

職される方がゼロになるようにぜひ取り

組んでいただきたいと思います。要望とし

ておきます。 

 次に、私立高等学校等学習支援金支給事

業でございます。 

 私がさっき事例に挙げたのは、大阪府の

取組ということですけれども、大阪府の支

給が決まらないと、摂津市の仕組みに申し

込めないという部分があるようなお話だ

ったと思います。私たちも要望を上げて、

金銭的負担でしんどい家庭がゼロになる

ように、しっかり取り組んでいっていただ

ければと思います。こちらも要望としてお

きます。 

 次に、研修事業です。 

 ハートアップ事業など、市独自でもしっ

かり教員のための研修事業をされている

ということです。特に初任者の方に長く摂

津市で働いていただけるような取組を要

望して、こちらの質問を終わります。 

 次に、パル・アミ・メイトの取組、市民

と協働の取組についてもありがとうござ

いました。 

 不登校になってしまうきっかけはすご

く多岐にわたるし、本人が分からない場合

も結構上位の理由の中に入ってくるよう

です。最近、香りの公害と書いて「香害」

と呼ぶ方もいらっしゃいます。周りの柔軟

剤の匂いがすごくきつくて苦手というの

で、学校がつらいとかを耳にします。その

勉強会に行ったこともあって、おうちで使

う洗剤の強制まではできないと思うんで

すけれども、宝塚市は、学校に香害のポス

ターを貼ってたりされるらしいんで、それ

も含めてちょっと検討いただければと思

います。 

 何回か公設民営のフリースクールも要

望してるんですけれども、不登校の児童対

策も含めた、今後の摂津市の取組について、

最後、教育長にお聞きしたいと思います。 

 次に、部活動の助成事業に関してです。 

 新年度が決まってからマッチングに入

るということで、学校人事なので、時期が

なかなか難しいとは思います。先生一人し

か指導員がいないのであれば、補助的な要

員を配置するなど、４月以降に申請という

今の体制をなるべく見直していただけた

らと思いますので、こちら要望とさせてい

ただきます。 

 学習サポーターの件は、昨日、松本委員

が保健師のことで質問されていたので、読
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書サポーターの方もしっかり定着しても

らうためには、それなりのお給料が大事に

なってくるかと思います。その辺りをしっ

かり確保していただくことを要望して、こ

の質問は終わらせていただきます。 

 次に、学力向上推進事業の件です。学習

習慣がついていないところで、小学校高学

年や中学校になってから習慣づけるのは

難しいと思います。ここは嶋野市長の掲げ

ていらっしゃる立志教育です。自分がなり

たい将来像を見越して何のために勉強す

るのか、そのためにはどうするのか。私の

知人の話です。娘さんが、水族館のイルカ

の調教師になりたいといったときに、調教

師になるためには、魚を１日何匹食べるか

とか、算数しっかりせなあかんでと話して

いました。勉強したくないと言ったときに、

将来の夢と絡めて勉強するようにと言っ

ているという話をしてたのを思い出しま

した。小学校、中学校のときから何のため

に勉強するのかをしっかり子供自身が感

じられるような教育を要望して、こちらの

質問を終わらせていただきます。 

 次に、英語教育推進事業の件です。 

 Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｄａｙの某映画の件、

とてもユニークですばらしいと思います。 

 英語といえば、小学校のときもそうです

が、中学校になって、しっかり勉強となる

と、急に苦手になってしまう生徒も多いか

と思います。 

 今の若い子は韓国が好きな子が多いで

す。韓国の歌手は結構英語がしゃべれます

し、検索してみたら、英語を話せる韓国歌

手のユーチューブ動画が幾つか上がって

きます。身近に憧れている人がそうであれ

ば、取組に向かう理由づけになると思いま

す。子供たちの流行にも敏感になりつつ、

そういった形で学校教育に取り入れてい

ただけたらと思います。こちらも要望とし

ておきます。 

 次に、特別支援教室推進事業についてで

す 

 支援員の配置を手厚くされるというこ

とで、ありがとうございます。２０２２年

の文部科学省通知において、授業時間が勝

手に決められる非常に乱暴な通知だった

と思いました。学級のミスマッチングも起

きているかもしれませんし、摂津市の取組

で子供たちが自分に合った学びにマッチ

ングできるように尽力していただければ

と思います。こちらも要望としておきます。 

 次に、学校体育施設開放事業についてで

す。 

 キャッシュレス決済の利用率について、

すごく便利にはなっているんだけれども、

まだ利用がないということです。手数料も

払う覚悟でつくった制度ですので、あった

ら使っていたのにという方がないように、

しっかり周知していただきたいと思いま

す。こちらも要望としておきます。 

 次に、こどもフェスティバルについてで

す。 

 けん玉名人とかを呼ぶのもすばらしい

んですけど、こどもフェスティバルを構成

する実行委員会の市民団体のメンバーか

ら、もうちょっとうまくやっていきたいと

いうお声も聴いています。大正川沿いでや

っているので、雨が降ったらできることが

なくなるとか、せっかく準備されていたの

に、天候に左右されることもあると思いま

す。文化ホールとの２拠点なんですけれど

も、私はコミプラとの２拠点にしてもいい

と思います。今後、天候に左右されず、子

供がフリーマーケットに参加して、商売的

なやり取りをするのは成長に大きな影響

を与えると思います。天候に左右されるこ
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とがないように、内容について徐々に変え

ていっていただけたらということで、こち

らも要望とさせていただきます。 

 次に、生涯学習フェスティバルについて

です。 

 これは生涯学習大学と併せて、非常に困

難ではあると思うんですけれども、うまく

リニューアルしていただけたらと思う事

業です。それなりの予算を取ってあると思

うので、人生１００年時代でもありますし、

高齢者の方にとっても、若い方にとっても、

市の事業として参加するタイミングにな

ればと思います。ぜひこちらもリニューア

ルに取り組んでいただけたらということ

で、要望とさせていただきます。 

 次に、公民館事業についてです。 

 居場所の活用ということも検討いただ

けるということで、いつもどこかで誰かが

使用しているという状況がかなうように

検討いただければと思います。 

 次に、図書館の施設管理事業です。 

 私はすごく本が好きで、図書館は大好き

な場所なんです。昨日発表されたアンケー

トの結果も、なかなか厳しいものがあると

いうか、中学生で全然本を読まない子供の

割合がかなり高かった記憶があるんです。

何とか変わってほしいと思うんです。火曜

の深夜にお笑い芸人がやってる、この本誰

が書いとんねんという番組あるんです。ぜ

ひ見てほしいんですけど、その中で、著者

の方が来て、どういう経緯でこの本を書く

ことになったかとか、どんな思いで書いた

かとかをインタビューするんです。非常に

インタビューがうまくて、放送が終わった

ときは、その本を読んでみたいと私も毎回

思わされるんです。去年見た回で一番面白

かったのが、東京芸大という本がありまし

て、東京芸大は東大よりも難しいと言われ

ている、芸術界の東大と言われているとこ

ろです。そこの生徒のことが書いてあって、

ふだんやったら手に取らないような本、タ

イトルだけ見たら絶対手に取らないよう

な本を、著者を使って、本を読みたいと思

わせてくれる番組です。 

 若者がとっつきやすいようなきっかけ

をぜひうまく活用していただいて、児童・

生徒の読書習慣につなげていただけたら

と思います。要望です。 

○出口こうじ委員長 武田課長。 

○武田教育支援課長 学校生活介助員へ

の研修についてのお問いにお答えいたし

ます。 

 現在、研修の実施については検討してい

るところですが、一人一人の介護内容が非

常に異なります。現在、予定しております

のは、４月に学校がスタートしたら、なる

べく早い段階で教育支援課にいる専門家、

特別支援教育推進指導員と作業療法専門

員、このどちらかを学校に派遣して、実際

に子供の様子を見ながら、介助員の方や、

あるいは担任の先生方と、どういう介助を

進めていくことが適切であるかを検討し

ていきたいと考えているところです。 

 以上です。 

○出口こうじ委員長 若狭教育長。 

○若狭教育長 不登校については、教育委

員会事務局だけではなく、各校も大きな課

題として捉えまして、いろんなところで今

後の在り方、授業以外でもどう進めていこ

うかという話はしております。 

 委員から原因という言葉が出たんです

けれど、例えば不登校に陥ったきっかけ、

これはある調査で、保護者、それから子供

たちが考えている直接の原因と、先生方が

捉えている原因が食い違ったりするとい

う結果も分かりました。 
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 あるいは、不登校が継続している理由、

これが分からなくなる。直接の原因、最初

のきっかけが解決されても、不登校状態が

続いてしまうと。これが本人も分からない、

保護者もなかなか分からない、当然、学校

も分からないということで、解決の糸口を

どう探っていくかも非常に難しい。特に原

因が分からなくて一番つらい思い、しんど

い思いをしているのは保護者だと思って

います。 

 そういうところから、不登校の状況、状

態に陥っているお子さん、もちろん保護者

の横のつながりが大事だということで、パ

ル・アミ・メイトでパルを中心に保護者の

会を今年度は実施いたしました。 

 学校でもそういうことを実施していか

ないといけないという声は上がっており

まして、第二中学校で実施したと、報告を

聞いております。 

 これは拡大して全校で実施できるよう

進めていきたいと思っています。保護者の

不安を取り除くことで、不登校状態の子供

にもいい影響が出る可能性もあると思い

ます。 

 特に小学校ではそういった横のつなが

りを、中学校へ進む前の早い段階でつくり

上げておいたほうがいいと思っています。 

 それからもう１点、これは予算案でも、

主要事業でも挙げておりますけど、各校の

教室以外、自教室以外の居場所、これまで

は保健室であったり相談室であったりし

ました。今は校内支援ルームということで、

今日は少ししんどいけれど、一時避難的に

行く、あるいは、不登校状況にあったけれ

ど、回復に向かって、教室へ行く一歩手前

の段階で校内支援ルームで過ごす。いろん

な過ごし方があると思うんです。そこと市

が進めている現在の適応指導教室との連

携、これを十分に取っていきたいと思いま

す。 

 ただ、どちらも公的なもので、もしかし

たら学校というものを感じるかもしれま

せん。そういうところでは、民間といいま

すか、それ以外の場所を開拓する必要もあ

ると思っています。 

 今、例えば通信制高校がそういった教室

や中学校・小学校とは違う環境で、何かタ

ッチできないかと考えています。あるいは

商業施設や、公的な居場所となり得るよう

な公民館など、いろんな外での居場所も考

えておりますので、そうしたところも進め

ていきたいと思っています。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 西谷委員。 

○西谷知美委員 丁寧な回答ありがとう

ございました。 

 研修は考えてないけれども、介助員の方

をケアするサポート体制についてお聞か

せいただき安心いたしました。しっかり取

り組んでいただけたらと思います。 

 次に、教育長の不登校児童に対する様々

な今後の取組や方向性を含め、回答ありが

とうございました 

 鳥飼東小学校の跡地活用の話が出てい

ますけれども、池田市の例ですと、旧伏尾

台小学校は不登校のお子さんの民間委託

のフリースクールの場と市民団体が、学校

がなくなっても廃れることがないように、

地域の活性化の取組とを併存させている

といった事例もあります。新しく場所をつ

くるといったら、またお金がかかることに

なります。既存の学校校舎を活用したりし

て、学校施設ではあったんですけれども、

中身がちょっと緩やかになることで、そこ

だったら行けるというお子さんが増える

こともありますので、その辺りもしっかり



- 45 - 

 

検討材料にしていただけたらと思います。 

 低学年でお子さんが不登校になり、保護

者のどちらかが離職せざるを得ないとな

ると、収入がかなり落ちてしまう。収入が

落ちると、家族のいさかいが増えて、不登

校離婚という言葉も徐々に耳にするよう

になってきております。家族がいがみ合っ

ていると、ますます子供の心も痛んでいき

ますので、そういったことが摂津市内でな

るべく起きないような取組を要望して、私

の質問を終わらせていただきます。 

○出口こうじ委員長 以上で質疑を終わ

ります。 

 暫時休憩します。 

（午後２時５８分 休憩） 

（午前３時３０分 再開） 

○出口こうじ委員長 それでは、再開しま

す。 

 議案第２号、議案第３号、議案第１０号

及び議案第１１号の審査を行います。 

 本件４について補足説明を求めます。 

 末永上下水道部長。 

○末永上下水道部長 議案第２号、令和７

年度摂津市水道事業会計予算につきまし

て、目を追って主なものについて補足説明

をさせていただきます。 

 予算書３８ページ、令和７年度摂津市水

道事業会計予算実施計画説明書を御参照

お願いいたします。 

 まず、収益的収入でございます。 

 款１水道事業収益、項１営業収益、目１

給水収益は、前年度に比べ２，１８５万円

の減額でございます。これは主に従量料金

の減少によるものでございます。 

 目２受託工事収益は、前年度に比べ６，

２６１万９，０００円の増額でございます。

これは主に公共下水道工事等に伴う給配

水管移設工事の増加によるものでござい

ます。 

 目３受託事業収益は、前年度に比べ２７

３万８，０００円の増額でございます。 

 目４他会計負担金は、前年度に比べ６０

万１，０００円の増額でございます。 

 目５その他営業収益は、前年度に比べ９

７万３，０００円の増額でございます。 

 項２営業外収益、目１受取利息及び配当

金は、前年度に比べ４６万５，０００円の

増額でございます。 

 目２土地物件収益は、前年度に比べ１２

万２，０００円の増額でございます。 

 目３納付金は、前年度に比べ２７２万３，

０００円の増額でございます。 

 目４他会計負担金は、前年度に比べ１，

７５３万１，０００円の減額でございます。

これは主に太中浄水場ゲートボール場整

備費精算負担金の皆減によるものでござ

います。 

 目５長期前受金戻入は、前年度に比べ７

３万５，０００円の増額でございます。 

 目６消費税還付金は、前年度に比べ３４

万１，０００円の増額でございます。 

 目７雑収益は、前年度に比べ３万４，０

００円の減額でございます。 

 次に、４０ページ、収益的支出でござい

ます。 

 款１水道事業費用、項１営業費用、目１

原水・浄水及び送水費は、前年度に比べ３，

３４９万２，０００円の増額でございます。

これは主に修繕費の増加によるものでご

ざいます。 

 ４２ページ、目２配水・給水費は、前年

度に比べ２０８万４，０００円の増額でご

ざいます。 

 ４４ページ、目３受託工事費は、前年度

に比べ５，７４９万４，０００円の増額で

ございます。これは主に公共下水道工事等
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に伴う給配水管移設工事の増加によるも

のでございます。 

 目４業務費は、前年度に比べ５４７万７，

０００円の増額でございます。 

 ４６ページ、目５総係費は、前年度に比

べ６，５０８万２，０００円の減額でござ

います。これは主に退職給付引当金繰入れ

の皆減によるものでございます。 

 ４８ページ、目６減価償却費は、前年度

に比べ１，７７３万円の増額でございます。 

 目７資産減耗費は、４７８万６，０００

円の皆増でございます。 

 項２営業外費用、目１支払利息及び企業

債取扱諸費は、前年度に比べ４１３万６，

０００円の増額でございます。 

 続きまして、５０ページ、資本的収入で

ございます。 

 款１資本的収入、項１、目１企業債は、

前年度に比べ１億８，７２０万円の減額で

ございます。これは主に配水管整備事業債

の減少によるものでございます。 

 項２、目１工事負担金は、前年度に比べ

１５万円の増額でございます。 

 次に、５２ページ、資本的支出でござい

ます。 

 款１資本的支出、項１建設改良費、目１

施設改修費は、前年度に比べ１億３，４５

８万８，０００円の減額でございます。こ

れは主に施設改修工事の皆減によるもの

でございます。 

 目２固定資産取得費は、前年度に比べ１

９５万４，０００円の減額でございます。 

 目３配水管整備事業費は、前年度に比べ

４，９３９万８，０００円の増額でござい

ます。これは主に配水管布設工事の増加に

よるものでございます。 

 項２、目１企業債償還金は、前年度に比

べ４，０５３万９，０００円の減額でござ

います。 

 項３、目１交付金返還金は、前年度に比

べ８，０００円の減額でございます。 

 以上、議案第２号、令和７年度摂津市水

道事業会計予算の補足説明とさせていた

だきます。 

 続きまして、議案第３号、令和７年度摂

津市下水道事業会計予算につきまして、目

を追って主なものについて補足説明をさ

せていただきます。 

 予算書９２ページ、令和７年度摂津市下

水道事業会計予算実施計画説明書を御参

照お願いいたします。 

 まず、収益的収入でございます。 

 款１下水道事業収益、項１営業収益、目

１下水道使用料は、前年度に比べ９８７万

６，０００円の減額でございます。 

 目２受託事業収益は、前年度に比べ９，

８９９万８，０００円の減額でございます。

これは主に連続立体交差事業に伴う公共

下水道管移設工事の減少によるものでご

ざいます。 

 目３他会計負担金は、前年度に比べ２，

５７０万９，０００円の減額でございます。 

 目４その他営業収益は、前年度に比べ２

０万円の減額でございます。 

 項２営業外収益、目１建物物件収益は、

前年度に比べ７９万４，０００円の増額で

ございます。 

 目２他会計負担金は、前年度に比べ１７

５万９，０００円の増額でございます。 

 目３長期前受金戻入は、前年度に比べ６

８万９，０００円の増額でございます。 

 目４雑収益は、前年度に比べ３，６６７

万７，０００円の増額でございます。これ

は主に安威川流域下水道負担金精算返戻

金の増加によるものでございます。 

 次に、９４ページ、収益的支出でござい
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ます。 

 款１下水道事業費用、項１営業費用、目

１管渠費は、前年度に比べ６６７万４，０

００円の減額でございます。 

 目２受託事業費は、前年度に比べ９，６

１４万円の減額でございます。これは主に

連続立体交差事業に伴う公共下水道管移

設工事の減少によるものでございます。 

 目３普及促進費は、前年度に比べ２万８，

０００円の減額でございます。 

 目４業務費は、前年度に比べ２７４万２，

０００円の増額でございます。 

 ９６ページ、目５総係費は、前年度に比

べ１，４３６万８，０００円の減額でござ

います。 

 目６流域下水道管理費は、前年度に比べ

６，５７７万９，０００円の増額でござい

ます。これは安威川流域下水道維持管理負

担金の増加によるものでございます。 

 ９８ページ、目７減価償却費は、前年度

に比べ４１２万８，０００円の増額でござ

います。 

 項２営業外費用、目１支払利息及び企業

債取扱諸費は、前年度に比べ４０万４，０

００円の減額でございます。 

 続きまして、１００ページ、資本的収入

でございます。 

 款１資本的収入、項１、目１企業債は、

前年度に比べ９億２，４１０万円の減額で

ございます。これは主に資本費平準化債借

換債の皆減によるものでございます。 

 項２、目１他会計負担金は、前年度に比

べ８，８０５万１，０００円の減額でござ

います。これは一般会計負担金の減少によ

るものでございます。 

 項３負担金等、目１公債費負担金は、前

年度に比べ７１万９，０００円の減額でご

ざいます。 

 目２受益者負担金は、前年度に比べ６８

万８，０００円の減額でございます。 

 目３工事負担金は、前年度に比べ５４５

万円の増額でございます。 

 項４、目１国庫補助金は、前年度に比べ

１億８１８万６，０００円の減額でござい

ます。これは主に補助対象工事の減少によ

るものでございます。 

 次に、１０２ページ、資本的支出でござ

います。 

 款１資本的支出、項１建設改良費、目１

公共下水道整備費は、前年度に比べ３億８，

４２２万円の減額でございます。これは主

に公共下水道工事の減少によるものでご

ざいます。 

 目２流域下水道整備費は、前年度に比べ

１億３，９２７万６，０００円の増額でご

ざいます。これは安威川流域下水道建設負

担金の増加によるものでございます。 

 目３固定資産取得費は、前年度に比べ１

０５万１，０００円の増額でございます。 

 項２、目１企業債償還金は、前年度に比

べ１０億３，３９６万６，０００円の減額

でございます。これは企業債元金償還金の

減少によるものでございます。 

 以上、議案第３号、令和７年度摂津市下

水道事業会計予算の補足説明とさせてい

ただきます。 

 続きまして、議案第１０号、令和６年度

摂津市水道事業会計補正予算（第４号）に

つきまして、目を追って主なものについて

補足説明をさせていただきます。 

 補正予算書８ページ、令和６年度摂津市

水道事業会計補正予算実施計画説明書を

ご参照お願いいたします。 

 まず、収益的収入でございます。 

 款１水道事業収益、項１営業収益、目２

受託工事収益は、１，１２５万９，０００
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円の減額で、これは公共下水道工事等に伴

う給配水管移設工事の減少によるもので

ございます。 

 項２営業外収益、目６消費税還付金は、

２８１万８，０００円の減額でございます。 

 次に、１０ページ、収益的支出でござい

ます。 

 款１水道事業費用、項１営業費用、目３

受託工事費は、１，０３２万２，０００円

の減額で、これは公共下水道工事等に伴う

給配水管移設工事の減少によるものでご

ざいます。 

 目５総係費は、６３万円の減額でござい

ます。 

 続きまして、１２ページ、資本的収入で

ございます。 

 款１資本的収入、項１、目１企業債は、

１，０５０万円の減額でございます。 

 項３、目１他会計負担金は、４２７万２，

０００円の減額でございます。 

 次に、１４ページ、資本的支出でござい

ます。 

 款１資本的支出、項１建設改良費、目１

施設改修費は、１，５００万円の減額で、

これは施設改修工事の減少によるもので

ございます。 

 目２固定資産取得費は、３０万円の減額

でございます。 

 目３配水管整備事業費は、１，３９９万

２，０００円の減額で、これは設計業務委

託料等の減少によるものでございます。 

 以上、議案第１０号、令和６年度摂津市

水道事業会計補正予算（第４号）の補足説

明とさせていただきます。 

 続きまして、議案第１１号、令和６年度

摂津市下水道事業会計補正予算（第３号）

につきまして、目を追って主なものについ

て補足説明をさせていただきます。 

 補正予算書８ページ、令和６年度摂津市

下水道事業会計補正予算実施計画説明書

をご参照お願いいたします。 

 まず、収益的収入でございます。 

 款１下水道事業収益、項１営業収益、目

２受託事業収益は、２億１，５９８万７，

０００円の減額で、これは主に連続立体交

差事業に伴う公共下水道管移設工事の減

少によるものでございます。 

 項２営業外収益、目４雑収益は、１，４

６４万４，０００円の減額でございます。 

 次に、１０ページ、収益的支出でござい

ます。 

 款１下水道事業費用、項１営業費用、目

２受託事業費は、２億１，０３０万８，０

００円の減額で、これは主に連続立体交差

事業に伴う公共下水道管移設工事の減少

によるものでございます。 

 目５総係費は、５０万２，０００円の減

額でございます。 

 目８資産減耗費は、４，２０５万円の減

額で、これは固定資産除却費の減少による

ものでございます。 

 続きまして、１２ページ、資本的収入で

ございます。 

 款１資本的収入、項１、目１企業債は、

１，０５０万円の増額で、これは主に流域

下水道事業債の増加によるものでござい

ます。 

 項４、目１国庫補助金は、２，８００万

円の減額で、これは補助対象工事費の減少

によるものでございます。 

 次に、１４ページ、資本的支出でござい

ます。 

 款１資本的支出、項１建設改良費、目１

公共下水道整備費は、５，４４６万４，０

００円の減額で、これは主に設計業務委託

料の減少によるものでございます。 



- 49 - 

 

 目２流域下水道整備費は、１，８４５万

２，０００円の増額で、これは安威川流域

下水道建設負担金の増加によるものでご

ざいます。 

 目３固定資産取得費は、５１万８，００

０円の減額でございます。 

 以上、議案第１１号、令和６年度摂津市

下水道事業会計補正予算（第３号）の補足

説明とさせていただきます。 

○出口こうじ委員長 説明が終わり、質疑

に入ります。 

 村上委員。 

○村上英明委員 それでは、上下水道部の

新年度予算、あとは令和６年度補正予算と

いうことで、全１１項目を質問させていた

だきますので、よろしくお願いいたします。 

 まず、１番目、総量的なもので、年間総

給水量が計上されております。これまで１，

０００万立方メートルを超えてたんです

が、令和７年度は約９９３万立方メートル

ということで、総給水量が減ってきたとい

うことです。先ほど収入面でも従量の部分

が減ってきたということもあるんですが、

その中で、節水ということもあるかもしれ

ません。摂津市内におきましても、単独世

帯が増えてきたのかと私なりに認識して

います。１回目の質問といたしまして、年

間総給水量の減少を収入面からどう見て

おられるのかお尋ねさせていただきたい

と思います。 

 ２番目ですが、水道事業会計予算書の１

２ページにあります貸借対照表でござい

ます。 

 その中に流動資産があるんですけども、

要は１年以内に現金化できるものという

ことで、令和７年度におきましては２４億

８，４７７万６，０００円です。令和６年

度と比較しまして、４億７，５１８万円ほ

ど減額になっています。１回目の質問とし

て、流動資産の減少を、経営上どう認識し

ておられるのかお尋ねさせていただきた

いと思います。 

 ３番目、１４ページにキャッシュ・フロ

ー計算書があります。業務活動によるキャ

ッシュ・フローが令和６年度比で減少して

いますが、どう認識されているのかお尋ね

させていただきます。キャッシュ・フロー

上の業務活動は増額になっていくのが、経

営上いい方向だと思うんですが、令和６年

度比で減少しているので、その辺りをどう

認識しておられるのかお尋ねさせていた

だきたいと思います。 

 ４番目、３０ページに人件費絡みで平均

年齢が載っていました。水道にしても、下

水道にしても、毎年、大きな人事異動がな

ければ、１歳ずつ年齢が上がっていきます。

水道に関して、事務職と技術職は５０．０

８歳となっており、技能労務職も５５．０

５歳となっております。 

 一方で、下水道は約５歳から１０歳若く、

１回目の質問といたしまして、平均年齢が

高くなる傾向を、スキル維持のことも含め

て、どう認識しておられるのかお尋ねさせ

ていただきます。 

 次に、５番目、３７ページ、企業債が載

っております。令和７年度は３億５，２４

０万円なんですが、令和６年度は５億４，

０００万円ほどで、１億９，０００万円ほ

ど減少していて、企業償還金も減っている

ということであります。先ほど補足説明で

も触れてましたが、１回目の質問といたし

まして、企業債の減少をどう捉えておられ

るのかお尋ねさせていただきたいと思い

ます。 

 次、６番目、４３ページ、支出の分でご

ざいます。 
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 水質モニター保守点検業務委託料が計

上されております。これは令和６年度と比

較いたしまして、１２０万円ほど増えてい

るということでございますので、この委託

業務の内容についてお尋ねさせていただ

きたいと思います。 

 次に、７番目でございます。 

 ４３ページに施設修理費があります。施

設の修理費に関しまして、令和７年度は５，

２７７万６，０００円、令和６年度の当初

予算比では、約２，３００万円増えており

ます。令和７年度の施設修理費の中身につ

いてお尋ねさせていただきたいと思いま

す。 

 ８番目、４３ページ、大阪広域水道企業

団受水費があります。令和６年度と比較い

たしまして、１１０万円ほど減額というこ

とで、それは総給水量が減っている絡みも

あるかも分からないんですが、改めて、１

回目といたしまして、大阪広域水道企業団

受水費の関係で、自己水との考え方につい

てお尋ねさせていただきます。 

 ９番目、４３ページ、調査業務委託料が

計上されております。令和７年度の当初予

算につきましては、令和６年度よりも増額

となっておりますので、増額となった理由

や、業務の委託内容も含めてお尋ねさせて

いただきたいと思います。 

 １０番目、下水道の分でございます。 

７４ページのキャッシュ・フロー計算書

のところで、キャッシュ・フロー計算書か

ら見た財務状況をどう認識しておられる

のか、１回目にお尋ねさせていただきます。

業務活動については微減になっていると

思いますけども、財務活動につきましては、

マイナスではありますが悪いということ

ではないのかと認識をしております。 

 一方、資金は令和６年度と比較いたしま

して増加しているというキャッシュ・フロ

ーでもございます。１回目は、キャッシュ・

フロー計算書から見た財務状況をどう認

識しておられるのかお尋ねさせていただ

きたいと思います。 

 １１番目でございます。 

 ９７ページ、安威川流域下水道維持管理

負担金があります。これまでも予算なり決

算なり様々な観点から質疑もされたと思

っております。令和７年度の当初予算は、

令和６年度と比較いたしまして増額にな

っていますので、負担金の内容についてお

尋ねさせていただきたいと思います。 

 １２番目は補正の部分でございます。 

 水道も下水も両方補正ということで、こ

れは質問ではなくて意見として述べさせ

ていただきたいと思います。キャッシュ・

フローから見ると、業務活動についても若

干減少しているのが水道でございます。一

方で、資金の残高が当初より増額になって

います。 

 下水につきましては、業務活動について

も減っているし、資金の期末残高について

も減っているということです。キャッシ

ュ・フローをしっかり分析していただいて、

経営状況を、今後、水道料金の値上げも見

据えて説明もございました。水道は、我々

も含めて、市民の方々も毎日使うもので、

生活として本当に必要なことでもござい

ます。一時でも止まったら困りますし、ま

た、この２月、摂津市で火災が２件ありま

したけども、火災のときも水道を使います。

大切なことですので、経営状況がしっかり

安定していくことが本当に必要だと思い

ます。そういう意味で、キャッシュ・フロ

ーもしっかりと中身を分析していただい

て、経営の安定という面も含めて取り組ん

でいただきたいということで、意見として
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申し上げさせていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 答弁を求めます。 

 浅尾課長。 

○浅尾経営企画課長 それでは、１番目か

ら５番目までの質問について、答弁させて

いただきます。 

 まず、１番目の年間総給水量のお問いで

ございました。 

 令和７年度の年間総給水量につきまし

ては、現在実施いたしております上下水道

ビジョン中間見直しの中で行いました水

需要予測、これを踏まえて算出いたしてお

ります。 

 水需要予測におきましては、有収水量を

生活用、業務用・営業用、工場用、その他

の四つを用途別に予測を行っております

けれども、給水人口、世帯人口、こういっ

たものの減少ですとか、節水型水使用機器

の普及の影響によりまして、特に生活用の

有収水量の減少が大きい予測となってご

ざいます。 

 有収水量の減少は給水収益の減少に直

結いたしますことから、今後の水道事業の

経営状況につきましても、厳しい状況にな

る見込みということで捉えてございます。 

 なお、年間総給水量は有収水量を有収率

で割り戻すことで計算いたしておりまし

て、漏水調査等による有収率の上昇も少し

見込みながら、総給水量が減少している部

分も一部ではあるということで答弁させ

ていただきます。 

 ２番目、流動資産の減少のお問いでござ

いました。 

 重複にはなりますが、水道事業経営戦略

の中間見直しを今年度に実施いたしてお

ります。この経営戦略におきまして、将来

にわたりまして安定した水道事業経営を

継続していくために、令和１０年度までの

達成すべき目標として、現金預金の残高、

当年度純利益、企業債残高、この三つの要

素につきまして、それぞれ目標を設定いた

しております。 

 経営戦略の改定版における投資・財政計

画では、市民の皆様に安心・安全なライフ

ラインを維持するために、施設の更新、管

路の耐震化に必要な投資を行いつつ、事業

の経営に必要な現金預金残高を確保し、ま

た、将来世代に対して過度な負担を残さな

い水準の企業債残高に抑制できるよう試

算を行っております。令和７年度から配水

管布設工事、施設改修工事に充当する企業

債の割合を現在の７０％から５０％へ抑

制することといたしておりまして、その結

果、流動資産が減少しているところでござ

います。 

 今後も施設の更新等に必要な投資を行

うため、現金預金残高は減少していく見込

みもございますけれども、その推移につき

ましては、十分に精査し、事業運営を行っ

ていきたいと考えております。 

 ３番目、業務活動によるキャッシュ・フ

ローのお問いです。 

 令和７年度キャッシュ・フロー計算書に

おいて、業務活動によるキャッシュ・フロ

ーが減少している要因といたしましては、

退職給付引当金繰入れが令和７年度に皆

減になったことに伴いまして、引当金の増

減額が減少したためでございます。 

 退職給付引当金につきましては、不足額

の解消に向けまして、平成２６年度以降１

０年間、毎年５，０００万円の執行を行っ

てまいりましたが、令和６年度をもちまし

て不足額が解消されまして、今後は同規模

の額の執行見込みはございません。 

 業務活動によるキャッシュ・フローの減
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少による経営上の認識といたしましては、

令和７年度当年度純利益につきまして、退

職給付引当金の５，０００万円が皆減とな

ったにもかかわらずといいますか、令和６

年度当年度純利益から減少する見込みと

なっておりまして、非常に厳しい経営状況

ではあると認識いたしているところでご

ざいます。 

 ４番目、水道事業に当たる職員の平均年

齢のお問いがございました。 

 水道事業の職員につきましては、従事す

る職務の専門性と求められる知識の観点

から、取得した学位ですとか、実務経験年

数が設定されている布設工事監督者の職

員ですとか、また、維持管理に当たる技能

職員など、市の一般的な部局よりも配属期

間が長期になる傾向があるということで

認識いたしております。 

 このような環境におきまして、上下水道

部では、水質、浄水の管理ですとか管路の

保全、耐震技術など、事業分野ごとに必要

となる専門研修の受講機会、これを毎年設

けるとともに、受講者による部内での研修

報告会を実施するほか、指導リーダーの職

員によるＯＪＴを継続的に実施するなど、

専門知識の継承と技術力の維持向上に努

めているところでございます。 

 ５番目、企業債の減少のお問いでござい

ました。 

 企業債につきましても、令和元年度に策

定いたしました水道事業経営戦略におけ

る投資・財政計画に基づき、令和６年度は

施設改修工事及び配水管整備工事、この金

額の７０％に対して企業債を発行してお

りましたけれども、令和５年度末の現金預

金残高が当初想定を上回る水準で、前年度

比約１億５，０００万円増の約３１億円を

確保できましたことから、現在策定中の水

道事業経営戦略改定版においては、企業債

充当率を５０％に抑制したシミュレーシ

ョンを行っております。これに沿った形の

予算計上となっておりますけれども、企業

債の予算額の減少につながっているもの

でございます。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 名古屋課長。 

○名古屋水道施設課長 それでは、６番目

の水質モニター保守点検業務委託料の内

容について説明させていただきます。 

 水質モニターは市内に６か所、各送水場

に３か所、太中浄水場に１か所設置してお

り、計１０台の水質モニターの監視装置の

年に１回の定期点検、プラス消耗品である

部品の取替え等の委託を行っております。 

 続きまして、７番目、施設修理費が約２，

３００万円増になった理由でございます。 

 太中浄水場の修繕内容としましては、汚

泥貯留槽の攪拌機の修繕で１，３２０万円、

取水ポンプ定期整備で８７５万６，０００

円、非常用発電機の修繕で２，３１０万円、

緊急修繕費としまして７７２万円を想定

しておりまして、令和６年度予算額よりも

２，３５３万８，０００円の増額になって

おります。 

 続きまして、８番目、受水費の自己水の

考え方についての質問にお答えいたしま

す。 

 受水費につきましては、大阪広域水道企

業団から受水している受水量によって金

額は変わってまいります。令和６年度に比

べて、令和７年度は約１万４，０００立方

メートルの減少を見込んでおります。こち

らは、自己水と企業団水の割合としまして

は、令和７年度で自己水を１９．５％、企

業団水で８０．５％を見込んでおります。 

 令和６年度の予算時においては、自己水
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を２０．１％、企業団水を７９．９％で見

込んだ形になっております。 

 企業団水の割合が増えておるんですが、

全体の総配水量が減少しておりまして、そ

ちらの減少を大きく見ているものですか

ら、自己水の割合が減って、企業団水が増

えるという予測はしていますが、トータル

として企業団水も減少していくと見込み

まして、減額させていただいております。 

 続きまして、９番目、調査業務委託料の

増額の理由につきましてお答えさせてい

ただきます。 

 こちらの調査費は、漏水調査の委託料に

なっております。人工衛星画像のＡＩ解析

による漏水調査を今年度実施しておりま

す。その結果に基づいた詳細調査を令和７

年度に実施することを考えております。 

 令和６年度に実施しました音聴調査に

加えて、令和７年度は新たに戸別音聴調査

を２，５００戸計上しており、令和６年度

よりも増額の予算計上となったものでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 浅尾課長。 

○浅尾経営企画課長 それでは、１０番目、

下水道事業の事業会計のキャッシュ・フロ

ー計算書のお問いでございました。 

 令和７年度下水道事業予定キャッシュ・

フロー計算書では、業務活動によるキャッ

シュ・フローがプラス、投資活動によるキ

ャッシュ・フロー及び財務活動によるキャ

ッシュ・フローがマイナスとなりまして、

結果、資金の増減額が約３億５，０００万

円となっている状況でございます。 

 これは１年間の営業活動により生み出

された現金預金の範囲内で、公共下水道工

事などの投資、それから過去の借入れの償

還を行っている状況であるということが

示されておりまして、財務状況としては健

全な状態であると言えると考えておりま

す。 

 しかしながら、下水道事業の場合、資金

の期末残高が約１０億円と、事業規模に対

して低い水準となっておりまして、将来の

更新需要に必要な財源が現時点ではまだ

確保できていない状態であると認識して

いるところでございます。 

 今後はそれぞれのキャッシュ・フローの

推移を注視しながら、将来の改築更新に向

けた財源の確保を行ってまいりたいと考

えているところでございます。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 井上副理事。 

○井上上下水道部副理事 それでは、１１

番目の安威川流域下水道維持管理負担金

の内容について答弁いたします。 

 安威川流域下水道維持管理負担金は処

理場やポンプ場、管路などの流域下水道施

設の維持管理に係る費用を流域構成各市

町、安威川流域でいきますと、高槻市、茨

木市、島本町、吹田市、摂津市、箕面市の

各市において処理水量で案分し、負担する

ものでございます。 

 維持管理負担金の内容につきましては、

電力費、燃料費、薬品費、光熱水費、委託

費、修繕費、材料費等を計上しております

が、令和７年度は令和６年度に比べて約６，

６００万円増額となっております。この主

な内容といたしましては、委託費に係る労

務単価の上昇に加え、電力、燃料、薬品に

ついて、調達実績や最新の動向を踏まえて

計上しているものでございます。 

 以上です。 

○出口こうじ委員長 村上委員。 

○村上英明委員 では、２回目につきまし

ては、要望も含めてさせていただきたいと
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思っております。 

 まず、１番目の年間総給水量の件でござ

います。 

 これは上下水道ビジョンを見据えてと

いうことであったと思います。先ほど有収

水量のお話もございましたけども、これが

令和５年度決算で９０％強だったと思い

ます。先ほどＡＩを活用してということで

あったと思うんです。本来ならば、１００

送ったら、１００で収益を上げるというの

が一番いいと思います。けども、それが約

１０％減少しているのが、現状である思い

ます。一方で、世帯構成の変更など、水道

事業部では水量を上げるのは企業として

は難しいと思うんです。それをしっかり有

収比率を上げていくのは大切なことと思

いますので、設備の管理も含めて、また取

り組んでいっていただきますよう要望と

しておきます。 

 ２番目の貸借対照表の件でございます。 

 流動資産につきましては、若干の現金預

金の減少ということでありましたけども、

逆に貸借対照表で見る流動比率は、水道は

結構高く、５００％を超えていると思いま

す。 

 一般企業等々であれば、１００％とか１

２０％で推移していけば、経営は安定して

いると見据えることができるんですが、そ

れをかなり超えてきた数字でございます。 

 一方、下水の流動比率は、本当に低いん

です。貸借対照表の入と出の関係をしっか

りと見据えながら、経営を安定していくの

が本当に必要なことだと思います。その辺

は流動資産の増減をしっかりと見据えて

いただきたいということで、要望としてお

きます。 

 ３番目のキャッシュ・フローの件でござ

います。 

 経営戦略の関係で、結構厳しいというお

話でもございました。財務活動につきまし

ては、退職の引当金ということで説明もご

ざいましたけども、財務活動によるキャッ

シュ・フローは、若干減少してはいるもの

の、そんなに悪くないかと私は感じている

ところでもあります。 

 ２回目の質問といたしまして、資金の期

末残高が令和６年度よりも減少していま

すので、改めて経営上どう認識しておられ

るのかお尋ねさせていただきます。 

 ４番目の平均年齢の件でございます。 

 人事異動の絡みもありますから、一概に

は言えないし、逆に配属期間が長いからと

いって、それが悪いことではないと思うん

です。水道や土木の技術は、どうしても数

年かかっていくところもございますので、

しっかりとスキルの継承をしていただき

たいと思います。 

 年齢の関係でネットを見ると、日本老年

学会というのがありまして、そこが発表し

ているんですが、今の６５歳の方の知力や

体力を見たときに、２０年ほど前よりも約

５歳から１０歳ぐらい若くなっていると

いうことであります。６０歳の方を見る目

線が今と昔はやっぱり違うと思います。 

 私はもう６０歳を超えていますが、当時

の６０歳よりも全然体力があると個人的

には思っているんです。昔よりも体力はか

なり若くなっていると思いますので、これ

からも、平均年齢云々というよりも、スキ

ルの継承をしっかりとやっていただきた

いと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。要望としておきます。 

 ５番目、企業債の件でございます。 

 経営戦略等々で、先ほど資金残高の件も

含めて、７０％から５０％に目標を変えて

きたというお話もございました。令和６年
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度は収入面の企業債のほうが大きかった

ので、令和６年度当初予算では借金が増え

るということだったんですけど、令和７年

度は逆転しています。２回目の質問として、

今後の方向性、収入面での借入れ部分と支

出の償還部分、これを経営上どう捉えてお

られるのか、改めてお尋ねさせていただき

たいと思います。 

 ６番目、水質モニター保守点検の件でご

ざいます。 

 定期点検を年１回されているというこ

とで、摂津市内合計１０か所ということで

ございました。今、水質の絡みでＰＦＯＡ

とか全国的に問題になっています。摂津市

民の方々の健康には直接影響があるかな

いかは分からないんですが、やはりしっか

りと水質を管理していただくことをお願

いして、要望としておきたいと思います。 

 ７番目、修繕費でございます。 

 先ほど答弁の中で、非常用発電機の更新

もございました。非常用発電機とか、そう

いう非常用とつくものは、やはりいつでも

使えるようにしておかなければいけませ

ん。更新費に本当はあまりお金をかけたく

ないといったら怒られますけど、やはり動

くようにしておかないといけませんので、

その辺しっかりとやっていただきたいと

思います。 

 ２回目は大きく水道施設という観点で、

今後、経営上も含めて維持管理をどう捉え

ていくのか、お考えをお尋ねさせていただ

きたいと思います。 

 ８番目、大阪広域水道企業団の件でござ

います。 

 令和７年度は自己水が１９．５％という

ことで、２０％を切ってきました。十数年

前には３対７とか、それぐらいだったと思

います。 

 しかしながら、自己水はある程度確保す

ることが必要だと思いますので、自己水を

しっかりと確保していこうと思えば、それ

なりの設備維持管理のお金もかかってき

ます。また、大阪広域水道企業団との立方

メートル当たりの単価とかも踏まえなが

ら、経営上でどうやりくりしていくか。バ

ランスをしっかり取っていただきながら、

比率もこれからしっかりと捉まえていた

だきたいということで、要望とさせていた

だきます。 

 ９番目でございます。 

 人工衛星でＡＩを使っての漏水調査と

いうことでございました。 

 ＡＩの活用の取組内容とスケジュール

について、２回目、お尋ねさせていただき

ます。 

 これも国からの補助金があったかと思

いますので、現場でＡＩを使った中で、漏

水が見つかるのがいいのか悪いのかとい

うのはあるんですが、やはり有収水量を上

げていくための一つだと思います。その辺

りの取組内容とスケジュールについて、２

回目、お尋ねさせていただきます。 

 １０番目、下水のキャッシュ・フローの

計算でございます。 

 先ほども答弁でございましたけども、下

水は一般会計からの資本的収入という面

で、お金が５億円ぐらい入っています。数

字的にはいいようにも見えているんだけ

ども、経営的には楽ではないということだ

と思います。設備更新をすれば、これも下

水料金ということで、市民にも関わってく

ることだと思います。その辺はしっかりと

経営体系を整えていただくようお願いし、

要望としておきます。 

 １１番目、安威川下水道の件でございま

す。 
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 これは北摂で安威川に絡む市町が、負担

金としてお支払いしているということで

ございます。今回上がった労務費であると

か、電気、燃料費、その辺の絡みで致し方

ない面もあります。労務費で上がるのはそ

んなに悪くはないと、もらう側は思います。

ただ、支払う側とすれば、経営上、なかな

か上がってほしくないんです。やはり労務

費はこれから上がっていく傾向の社会状

況だと思いますので、負担金については中

身を精査していただいて、しっかりと見据

えていただきたいということで、要望とさ

せていただきます。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 答弁を求めます。 

 浅尾課長。 

○浅尾経営企画課長 それでは、３番目の

質問について答弁させていただきます。 

 先ほどと少し重複する部分もございま

す。質問にもございましたが、経営戦略の

改定版における投資財政計画の中で、将来

世代への負担を鑑みまして、企業債残高の

抑制をできる試算を行っております。令和

７年度からは配水管布設工事等に充当す

る企業債の割合を現在の７０％から５

０％へ抑制しておりまして、その結果、流

動資産、現金預金残高が減少し、併せて期

末残高が減少する見込みということで表

記しているものでございます。 

 今後も施設の更新等は必要な投資とい

うことで考えてございますので、現金預金

残高、これは減少していく見込みではござ

いますけれども、その推移については十分

精査し、事業運営を行っていきたいと考え

ているところでございます。 

 ５番目の質問について答弁させていた

だきます。 

 企業債のお問いで、今後の方向性の質問

でございました。 

 この経営戦略の改定版におきまして、令

和１０年度に達成すべき経営指標として、

現金預金残高９億円以上の確保、経常収支

比率１００％以上、企業債残高対給水収益

比率を３００％以内にすることを目標に

いたしております。 

 一方で、水道施設の更新として、令和１

０年度までに約４５億円の投資が必要と

いうこともありまして、投資と財政のバラ

ンスを考慮した形で企業債の発行を行う

ことをしたとしても、今後、企業債の発行

額は増加する見込みでございます。 

 それに伴いまして、企業債償還金も増加

する見込みとなっております。健全経営に

向けては、より一層の経費の削減、国交付

金の獲得をはじめとする新たな財源確保、

官民連携や近隣事業体との業務連携など、

最大限の経営努力を行っていく必要があ

るということで認識いたしております。 

 以上でございます。 

○名古屋水道施設課長 それでは、７番目

の水道施設の維持管理の考え方について

のお問いにお答えいたします。 

 水道施設は予算が潤沢にある状況では

ございません。そのため、優先度をつけて、

維持管理と更新を行っている状況でござ

います。 

 浄水、配水、送水の施設の維持管理につ

きましては、施設は点検等ができますので、

点検しながら、その結果をもって修繕した

り、最終的に修繕で直らなければ、更新と

いう考え方を取っております。 

 更新は非常に金額が大きくなりますの

で、長期を見据えた中でも、計画的にやっ

ていくということをビジョンの中で考え

ております。 

 水道管路につきましては、老朽化が５
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０％を超えている状況ですので、更新する

ための整備費を令和７年度も増額させて

いただいております。そちらではカバーで

きない部分につきましては、維持管理で対

応していきます。何としても、有収率を下

げないように取り組んでいくという形を

取っております。 

 今年度、ＡＩの調査で維持管理の漏水調

査に関する効率化を図りましたので、そう

いった新しい技術も使いながら、維持管理

を行ってまいりたいと考えております。 

 続きまして、９番目のＡＩ調査の取組結

果とスケジュールのお問いにお答えいた

します。 

 ＡＩ調査で実施した結果としましては、

漏水推定箇所、半径１００メートルの円で

仕切った区域なんですが、６９か所試算が

出まして、管路延長は約４８キロメートル

の調査が必要という結果が出ております。 

 年間２０キロメートル程度の漏水調査

の管路延長を調査しておりましたので、今

後のスケジュールにつきましては、そちら

から鑑みまして、２年ほどで４８キロメー

トルと、６９か所の漏水推定箇所を詳細調

査してまいりたいと考えております。 

 そちらが終わりましたら、再度、ＡＩ調

査を実施していくことを考えております。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員長 村上委員。 

○村上英明委員 では、３番目の件でござ

います。 

 キャッシュ・フロー計算書等々で現金の

流れをしっかり見据えていただきたいと

思うんですが、その中で設備の耐震とか経

年による更新、先ほどの老朽化率が５０％

を令和５年度の決算で超えたということ

だったと思うんですが、そういう中で更新

はどうしても必要な部分でございます。ま

た、地震等々で水道が地上から噴き出して

いるとかも実際にあります。様々なことが

有事として出ておりますので、設備の更新

もしなければいけないし、残高もしっかり

と残していかないと、将来の経営状況のこ

ともあります。期末残高で、現金関係はす

ぐ動かせる流動資産ということでござい

ますから、その辺をしっかりと確保しなが

ら、経営をやっていただきたいということ

で、要望とさせていただきます。 

 ５番目の企業債の件でございます。 

 これは現金ともいろいろと絡みもある

かと思います。借金が返せる経営状況であ

れば、借金するのも一つの方法です。昔は

不労財産と言っておりました。ただ、それ

は返せる体力があるからこそ、そういう言

葉が出てくるんだろうと思います。借入れ

と償還、借入れすれば利息がついてくる、

そんなこともありますから、ただ、設備の

更新等々や耐震化工事をしなければいけ

ない部分は、どうしても借入れは出てくる

かと思うんです。償還のことも考えていか

なければいけませんので、バランスを考え

て、経営をやっていただきたいということ

で、要望とさせていただきます。 

 ７番目、修繕の件でございます。 

 先ほども申し上げましたけども、老朽化

率も５０％を超えて、令和７年度で３年目

に入ってくるということです。これは数字

的には減ってくることはなく増えていく

方向です。どう伸びを抑えていくかという

ことで、老朽管の更新を経営上考えていか

なければいけないということでございま

す。市民の方の生活に直結するのが水だと

思っておりますので、設備の維持管理を、

しっかりと経営も見据えながら取り組ん

でいただきたいということで、要望とさせ

ていただきます。 
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 ９番目、ＡＩの関係でございます。２年

でやっていかれるということでございま

した。２年でどういう結果が出てくるのか、

その後の経営にも影響してくるんだろう

と思います。ＡＩ調査によって、漏水箇所

が多くないというところがありがたいと

思うんですけども、やはり出てきたところ

は出てきたなりで修繕しなければいけま

せん。ＡＩを１００％信じるというのはど

うかと思います。水道部としてのスキル、

今までの経験、そういったことも併せて分

析しながら、漏水箇所の探索をやっていた

だきたいということで、要望として、私の

質問を終わりたいと思います。 

○出口こうじ委員長 本日の委員会はこ

の程度にとどめ、散会します。 

（午後４時３３分 散会） 
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